Bat—-# B= hk 
(昭和 十 九 年 三 月 一 日 ) 


の 2 if 


油井 に a2 S WISHED Fl (LL) ees see eee eee eee eee eee ait 
SENBEWICIAO SAF AF —-T AO MINES …… 理 


Sit PTD WER (TIL) Ca, Sr, B の 仁 槍 分析 LB 


7 Hk HE 


Ki -A O RE E it TERE AS © fr 


ty Gf 


Bi tn Bis ih ARR et ae 
Be wk i MAE EES ais ¢ D Fe fi 


化 作 用 


oe OR RR TR RR BAT ys A _ BY Ste 


右 BR RO AB ok AM HL HI OE DZS et 


fu et 幸 計 早 
PUES fT 高 
BRB KK 
Fl Bk 士 須 
外 9 作 
外 3 ff 


SS Re Mw BB アル ミチ ナチ に 闘 す る 研究 外 1 ユ 件 
a 0 人 の 装 田 た 就 て 外人 2 件 


川 


SEA Ae A AA i IR AS 
AA 4 7A Oe RR 


Vol. XXXI March 1944, No. 3 
TNE Tle nD Sd OE ee RES BT Se BE 
The Japanese Association 
of 
Mineralogists, Petrologists and Economic Geologists. 


President. 
Shukusuké K6ézu(Editor in Chief), Prof. Em.at Téhoku Imperial University 


Secretaries. 

Manjiré Watanabé (Editor), Professor at Téhoku Imperial University. 
Jun-ichi Takahashi (Editor), Professor at Téhoku Imperial University. 
Seitaré Tsuboi (Editor), Professor at Tékyé Imperial University. 

Jun Suzuki (Editor), Professor at Hokkaid6 Imperial University. 
Tei-ichi It6 (Editor), Professor at Téky6 Imperial University 

Assistant Secretary. 
Tunehiko Takéuti, Ass. Professor at Tohoku Imperial University. 


Treasurer. 
Katsutoshi Takané, Professor at Téhoku Imperial University. 


Libvavqn. 
Kei-iti Ohmori, Ass. Professor at TEWoku Imperial University. m 


Members of the Council. 


Koichi Fujimura, R. S. Tadaichi-Matsumoto, R. S. 

Muraji Fukuda, PR. H. Motonori Matsuyama, R. A. 

Tadao Fukutomi, R. S. Kinjiré6 Nakawo. 

Zyunpei Harada, R. H. — Seijirs Noda, R. S. 

Fujio Homma, R. H. Yoshichika Oinouye, R. S. 

Viscount Masaaki Hoshina, R. S. Jun-ichi Takahashi, R. H. 

Tsunenaka Iki, K. HR. Korehiko Takéuchi, KF. HR. 

Kinosuke Inouye, R. H. Hidez6 Tanakadaté, R. S. 

Tomimatsu Ishihara, K. H. Iwawo Tateiwa, R. S. 

Takeo Katd, R. H. Kunio Uwatoko, R. A. 

Rokuré Kimura, R. S. .Manjiré Watanabé, R. A. 

Kameki Kinoshita, R. H. Mitsuo Yamada, R. H. 

Shukusuké Kozu, R. H. Shinji Yamané, R. H. 

Atsushi Matsubara, R. H. Kk6z6 Yamaguchi, R. S. 
Abstracters.: 

Iwao Katd, Yoshinori Kawano, Jun-iti Kitahara, 

Yosio Wizaki, Jun-iti Masui, Yutar6 Nebashi, 

Kei-iti Ohmori, Rensaku Suzuki, Jun-ichi Takahashi, 

Katsutoshi Takané, Tunehiko Takéuti, Manjird Watanabé, 


Kenzo Yagi. 


CE SS 


小形 正三 君 は 昭和 十 八 年 一 月 アリ ュー シヤ ン ICH CH BOMBER 
ば られ た 。 痛 恨 の 至り に 堪 へ な い 。 

君 と の 交友 は 昭和 十 二 年 四 月 同じ く AC Bs OR 
教 宏 に 入 由 し て 以来 の 短い 期間 に 過ぎ な か つた が , 基 の 問 君 の 事物 に 圭 す 
る 正確 な る 抽 断 力 と 明 敏 な る 決断 力 と に よ つ て , KVICHREM EEOC 
DOK, 

RA PIP AAES RAE, TB Ic = SOR LIC Se BL, ES 
現役 兵 と LC ARH 5 N SIZ EERO SIC HES aL, HG BG INGE 
ULI SUGTSE TAPE tb A Hl > He PE BAR SINAE IC HEPES V7 eg 

AREAS te < UREA PEAIZE ICHUURE 6 dv, 皇 軍 幹部 と し て の 練 成 
"を 積ま WEL DRIER, BOK L L-CHMEPE ORO CHOP, 
BOCHE & Pat OMI LIC LOT, MPO BBS AMG L LCA 
BBC LEMP L, PAS CHF HICH RES, fi % 7% TUM 2 JIC 
BAEZ WELL CHRO CH Oem, FILL OMBAL ©, ME 
PCED kt ize, 男子 よ と し て 本 懐 之 に 過 ぐ る も の な く , Howe 
PS <LCH SAB, HG RUF A, 君 の 如き 人 物 を 失 ふ , 誠に 痛恨 の 極 
み で ある 。 HET Ori, NEMEC AES Vda T 君 が 在り し 日 の 面影 を し の 
BLTWETS, 


鳴 呼 ! 小 展 正三 者 。 
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(昭和 十 九 年 三 月 一 日 ) 
HE RM X 


油井 に よる 油層 排 油 の 現象 (1 


Drainage phenomena of petroleum from its reservoir (II) 
BABE 高 i 純一 (J. Takahashi) 


RHO iE & SHRWR 
抽 油 方 法 「 油 砂 よ り 原 油 を 抽出 する 方 法 は 大 能 談 の 如く に 分 類 さ れる 。 
. BHP (gravitational drainage) 
JCM (release of gas from soluton) 
・ 水 に よ 4 ja4& (displacement of water) 
- OMAR (gas drive) 
5. 水 礎 探 油 (water drive) 


以上 の うち , 1 FE 3 は 油 計 に じ 於 ける 自然 力 の 利用 で あり , 4 ROSA 
工 的 控 油 波 で ある が , 2 及び 3 は 其 排 油 機巧 に 於 て 夫々 4 及び 5 と 同様 で 
BV, RAR TZ ICA LH MN 4%} OL ARF BBA 5, 
前 項 に 逃 べ 來 つ た 油 訂 に 於 ける 排 油 効果 及び 其 抵 抗 は , 探 油 の 方 法 に ょ 
DCEPEOREAICT SWRSS, WEICCOKEE RTS, 
BNWOSS LUMO mst (LY It), FAM v It, Sess, (MSHA 
Het ORIBO MIF) FOU, COP BHICLSZHAATHS, With 
AIC SEN SIM has SDC FICHE SBA, PIOM 
砂 に 圭 す る 浸透 府 が 堆 に 近い 場合 を 除き , 重力 は 有効 な 排 油 力 で ある 。 
重力 排 油 の 場合 , 最も 著しい 排 油 抵抗 は 原油 の 胡 面 張 カ の 問題 で ある 。 
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> EEWRIA ORM RIUCAMS 1, COMA TSO MOAR 
微細 と な る に 従 つて 大 と な り , 遂に は 重力 が 毛管 Nk VBE ROCHE 
が 停止 する に 至る も の で ある 。 

AMIEL EO WIGWRICHG SRB OEE ERMTS LOT 
DS. WWOMASIOBRBCH TH, KRG MBERKTCS ZBL 
HOI) CH BE, 原油 の 表面 張力 が 少し く 減 少 す る 場合 に 於 て も , Pe 
Ow LMM e LS ICHSLOTHS. 

可 す る に 持 管 現象 及び 吸着 現 祭 に よる 排 油 抵抗 を 最小 な ちら し あめ る 人 劉 に は , 
原油 の 表面 張力 を 最低 な らし め る 事 を 必要 と する も の で ある 。 こ と の 目的 に 
BELT id, 原 洒 内 の 瓦 其 を 溶解 湊 態 に 保つ より 他 に 方 法 が な く , 原油 は 之 に 
ょ つて 其 粘 性 を 減じ 表面 張力 を 低下 する 事 は 茎 光 の 通り で ある 。 

MIPGIARICM LCI, アル ヵ カリ 液 使用 たよ つて 交換 吸着 を 行 は し あめ る 事 
も 既に 一 部 の 定 施 を 見 る に 至 つ て 居る 。 WINE ARR TIC RU 3 BER 
法 , 探 掘 油 砂 の アル ヵ リ 洗浄 の 如き 例 で ある 。* 然 し これ ら の 方 法 は 應 用 上 
の 和 肖 限 が あり , 一 般 油 井 に 適用 され る に 至ら な い 。 

HALES SIC MICH T SG MOBEROMUCHS. 故に 重力 
排 油 の 場合 , 原油 は 油層 PORLREROKESRSGOSE 通過 流動 する 
と 蓋 ふ 結 果 を 生ずる 。 YUUS Tb SICH CMBR SIN 23H), 原油 は 油 太 
の 構造 的 殊 際 を 選 所 的 に 移動 する の も , こ の 理 に よる も の で ある 。 

炊 に 重力 排 油 の 場合 の みな に 限ら れ た 問題 で は な い が , 原油 が 八方 より 排 
油 系 を 求め て 油井 に 近接 する に 至れ ば , 後 逃 する 如く 其 流 速 を 増加 する 結 
JR, 内 部 摩擦 に よる エネ ルギー の 消費 量 が 乱 増 する に 到 る も の で ある 。 こと 
の 場合 に も , 原油 に 含ま れる 志 匠 が 尼 て 溶解 次 態 に 保 た れる な ら ば , SOR 
抗 は 最低 と な る も の で ある 。 Fe 

EMMMOBS ACO MICILS LOMAS EA, ZICIUE, OS M8 
FOS (THOMA OPEFICHEO, OB ET EROM) &HAS, Z 
© Hie hly IFILL BAN TE SIRI & LeCIRAPALIC AC BRINE POC a 


gn late otal teen DANI lata dd globe senate 


ys A printer 


ZOE%OCHS, iii CHS ICHIEDA AL, PURE AT SYA, thpbows 
ie RITIAE S IC F OMRAIL ) , 周 園 の 原油 の 一 部 は 減 礎 部 に 移動 を 
起す も の で ある 。 : 

HDD FLBUL WAS HOM TOME LOMO ZY Perea WS 2 eB 
D, GOH ie SAB te 3 BIC HES MIC LOT MI MANTEZ Yor 
FBS ILS. TSE AIC LO CREO HW I cCBUE LTS, b 
HOARE GRIMM ST SLRS S. MS Was ERE 
AOS ATE D GT CHD, SA DBIICILB LV SRN E- EMTS, 

C OIC IRIS PRG bY) OBABKAICATEVE D, その 直面 
CSRS GRE GALBS, RICALAET SICHSZLOCHSZ, =n 
BLS SEO YU r+ > HATCH ), 油 砂 内 に 於 て 謙 力 勾配 が あつ て る も 原油 の 
流動 は 停止 する と 云 ふ 現象 が 起 る 。 

其 様 を な 「 流 動 の 無い 礎 力 勾 琵 」 に 於 て, 原油 の 流動 を 絆 貫 し め る た め に 
Ik, 絶え を 了 ず 歴 力 の 勾配 を 健 激 な らし め る 事 が 必要 で ある 。 MBICCOMEN 
AME IE RTO RAFU kb Key c HIME 20 CBS CH Sy, 結局, 原 
油 の 流動 は 停止 し , Was LOMA (gas-locked state) Oikikx ALF 3. 

He AIC AAS AES SAIS, 油井 の 開 掘 で ある 。 改 に 原油 の 油井 
に 於 ける 流速 が 減 松 すれ ば , HHIFELIC US Z ith @ JRE (back: pressure) 
BUS CEILS GEO TMF S. CORRE MMO RBA & OFZ/LG0 DS HHS Ic 
RO 2BAALOGATS ), と の 勾配 は 油井 を 中 心 と し て 四方 に 擬 大 し , 
所 調 排 油 系 (第 六 賠 ) が 形成 され る 。 闘 し て とこ の 謙 力 勾配 は 油井 を 遠ざかる 
CHO THK L, BIC AEN BRAS ICHET SZ ICRA Chil MOK Wis ik 
FZICHSZLOCHS, COMHOBNOKSMRAA S DHOMSH で 
ある 。 

以上 の 如く , HHIFERICH I 2 the Ati I BIRD CML FICE ES 
・ る が , HEAR © MRR Cid eh IS HO INK RO LOTHS, 
今日 迄 の 経験 に よれ ば , FHIFILD RE IMG TALE, 油井 の 産油 量 は 基 弧 


本 84(4) 2 ARARR BES #104 


EICRHIMERTLOTHS, SLMHOWMGE AROS siete 
D, ARON % MSE LHS eG iL, LIME IE LCR AALIC HERE 
ZYAICLE LCE ORMMABLABICKTH S, THICK 3) 

の 流出 速度 が 或 る 限度 を 超 ゆ る に 至れ ば , WI Maas ec MBH UC ME 

り 逸 出し , 原油 に 光 だ つて 放出 する た めで を HOT, 原油 は た め に 移動 の 原 動 

力 を 失 つ て 砂 中 に 残 拘 する に 至る も の で ある 。 
i < Wah Eb WI ee WE LO ZH, 一 面 に 於 て 原油 を 油 砂 よ り 離 脆 

排出 せしめ る 役目 を 沙 け れ ど る も , 他 面 に 於 て ジャ ヤ マン 現 祭 の 原因 と な り , 

FCIPAS HNC EA C CIB UT HO AGB & ith YH ICE LO, また 玉 

HCH IC kD ROKER IAIN LY SOMA ATS, Ab, KB 

の 自然 放出 に よる 控 油 法 に よ つ て は ;, 油 訂 に 於 ける 含 油 量 の 20~25% VY 

上 の 回 収 奉 を 得る 事 は 困難 で ある 。 : 

AIC SSB, KRBRAROWS 或 種 の 油田 に 於 て は , 所 調 端 水 に で にょ る 競 水 
EOHRBAD ZY, 7 OMA ee AKITA LL, FELICE CEO BY 
LAPS. MBROMMICKG SBMOMBic LHF”, HICH BH 
LIRA OK Te D HU ERENT BD L, Fe IC HH AIC TOBA, 所 
a TRO) ERT RLO CHS, Kick sms vO, そ 
DEEERDIOMT 6S SM), COMBA ET SLANE, 

% Fema ARASHE AH S M7e HWYOMG IC EFA-RAT SHA, TOMA Th 
と 水 の 比 重 の 差違 に より 低下 する に 玉 る も の で ある 9, 原油 が 瓦 匠 に より 
WIFI OIRGEIT BH DBIGP>, WALT UIC LDC HII ATLL, keto BF 
PROWRE CC HME MILT ZICHSBCHS, 

WEA AKO SI) AUS S PREIS, HAZE HH O— BBC Y Whe 2 rT 
居る が , ZEALNUCHUEES SOUBISILK FIVE 7A—¥ 油田 の 成 
ThLIRAM & He Feih KIA (flooding method) CHZ, AERO KE 


1) 高橋 WHO CAM RBS +=, OR, 
2) Mill, R. van A. 
3) 高橋 油田 の 「 岩 礎 」 前 出 。 


va 
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水利 用 法 は , 油田 の 性 質 に ょ つて は , 適 営 な 條 件 の 下 に 周 密 な 注意 を 以 て 定 
施し , ま た 端 水 近 迫 を よく 調節 すれ ば , MORIKAABAKTSH ons, 一 
ICES THUWPCK & BAH 

EMRihEOBZE’ +) =v XY (Marietta) LI MILIRICM LEM 
油田 の 回 春 に 利用 され た も の で ある 。 若い 油田 に 適用 され た 最初 の 例 は 北 . 
米 の ヵ カリ フォ オル = ヤ の ドミ ン ゲ (Dominguez) 油田 で あつ た が , と の 油田 も” 
BILE 3 年 以前 か ら 探 油 が 終 統 され て 居 た も の で ある 。 北米 テ キサ ス の 
シュ ガー ラン ド 油 田 (Sugarland) Cit ph PHBo Me Lk bw An7%e. 
後 の 場合 に 於 て は , —OOMIFIC HH eB LUCHA AO Mast kb HRT 


SEMODLELAYD, 背 狼 構造 の 最 頂 部 の 油井 に 高 礎 の 瓦 天 を 注入 し て 泊 


B28ORH を 維持 す る 方 法 (pressure maintenance) % Efe L, 出來 得る 
限り 油 放 の 瓦 匠 の 放出 を 防ぐ に 努め た 。 

と の 座 力 維持 法 に よれ ば , 瓦 志 は 上 方 より 下方 に , 印 ち 重 力 排 油 法 の 場合 
と 同 方 向 に 進み , MP ’tRAOUWAOM HICLBRO KE SBOE 
選 提 的 に 進行 し て , 油層 内 に 残 油 の 島 を 残す と 云 ふ 如き 障害 は 著しく な い 。, 

GHEE 上 逃 の 各種 の 場合 に 於 ける 油 選 排 油 の 障害 を 要約 すれ ば , 大 略 
次 の 如く で ある 。 

(I) 原油 及び 瓦 匠 が 油 砂 の 細 隊 を 通過 する 場合 の 壁面 摩擦 (砂粒 の 表面 

と 原油 の 粘性 ) 

(2) 原油 流動 に 詩 す る 内 部 摩擦 (tho WEEE) 

(3) 反 管 現象 及び 吸着 現象 (原油 の 表面 張力 と 砂粒 の 細 隙 , 共 表面 ) 

(4) APA IAAs TWO MRE OPROSPGICRT 42 HRV - (OVS 


YEAR) 
以上 の 排 油 抵抗 は , PEA AIOwWARIC KSL, KOICHANT SL, we. 
は 重力 に と による と に 閲 ら ず , 常 に 作用 する も の で あぁ あり, 内 排 油 力 の 性 質 に より 


ZO MDS RB LE SLBA ICMF KV. 
面 し て 以上 の 障害 は , 重油 及び 瓦 折 の 性 質 よ り 見 れ ば その 粘性 , 表面 張 
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J, 2 2 VARICES SBD CH SUM, Blt MAIC LAS wa F 
ARBE IC APE LC SE, VA THDS THI EO IFS KET MH ICHET SE, EOM 
態 が 維持 され , IO TK, BuO See acer oP り 防 止 す る 事 が 肝要 と 
な る も の で ある 。 

以上 の 排 油 障 害 は , Tic tess L CHO ih EA ICRI SHITE L, その 
抵抗 を 形成 する も の で ある ろ る 。 

こと の 流動 抵抗 を 算 肌 する こと は , 寅 際 上 甚だ 困難 で あり , ZIcP LAM 

SRABRM SM CHO, 未だ 喜 際 に 適合 する も の を 見 る に 至ら な 
と ぐれ は 油井 を 中 心 と する 油 訂 内 の 原油 流 路 の 各部 に 於 ける ere Co 
で な い 事 , HERS = R71  — DHE SIEIC A CIR AN SOT 
ある 。 

油井 を 中 心 と し て 放射 玖 に 排 油 系 が 義和 類する こと は 前 光 の 通り で ある 。 
と の 排 油 系 は 油井 に 向 つ て 求 心 的 に 欄 和 達する が 故に , 油井 に 近づく に 従 つ 
て 排 油 系 の 密度 が 増し , 従 つ て 流動 断面 積 は 小 と な り , 流 速 は 大 と な る 謀 で 
ある 。 油 井 を 中 心 と する 同心 園 を 描け ば (第 六 賠 ), 外側 の 園 よ りゃ 内側 の 
個 に 於 て 流動 面積 が 小 と な る 事 が 理解 出来 よう 。 

以上 の 結果 と し て , HHO MERE = HF - PROBA HERO 
各部 に 未 て 均 様 で な く , 油 井 に 近づく に な 従 つて 交 激 に 増大 する も の で ある 。 
排 油 系 の 油井 に 遠い 一 跡 で は , 原油 の 流動 は 殆ど 認め 難い 程度 で ある が , 


油井 に 近づく に 従 ひ , 上 記 の 如く 流動 断面 積 を 減ずる と 同時 に 流動 量 が 増 ・ 


加 す る た め , 凛 に その 流速 を 増加 する 。 

また 原油 は 油井 に 近づく に 従 ひ , MDOT ZH, TOMS 3 KIT 
の 膨 肛 に ょ り 容 積 を 増大 する 。 MUCH ORAOH RIL, 礎 力 の 減 小 に 
従 つ て 原油 の 粘性 が 塔 大 する と と な る 護 で ある 。 

以上 の 結果 と し て , 原油 が 油井 に 近づく に 従 び , CORE OW IMA ET 
b, = KRULF -OWPREOMABKEE 0,7 s CHMAO MMA S Be 
ある 。 


ot tin 1 tr OEY a 0 Bm 
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— RAREROBADH 以上 の 如く 原油 の 流動 抵抗 の 算出 は 困難 で ある が ,. 
ES ZICHHE HOLT STOVER, 即ち その 集 油 限界 に 於 ける 油 訪 内 
ORAM, KOPPERT SLOCS 0, 排 油 系 の 各部 分 た 於 ける 
流 油 抵 抗 に 打上 勝つ 可 き ェ ネ ルギー 消費 の 割合 を 示す る の で ある 。 落 に 若 し 
油井 影 絡 岡 内 に 於 ける 油 祖 の 万 力 勾 配 が 測定 出来 る な ら ば , と れ に よ ょ つて 
各種 の 探 油 法 の 得失 を 和 制 断 する 材料 と な る 斉 で ある 。 ま な た 礎 力 勾配 を 知れ 
IX, 種々 な る 礎 力 及び 砂 の 條 件 の 下 に 於 ける 排 油 其 況 を 制 断 す る 材料 と も 
な る 謀 で ある ろ る 。 

然 し 油 非 影 細山 に 於 る 礎 力 勾配 の 測定 は , 今日 の 所 で は 直接 に 乏 を 検定 
FSB CH (PII WOME (BIO FICRABBIE) OU 
RICH CL EHET SICNES, 印 ち 特定 の 油 砂 に 習 し , 特定 の 原 
油 を 加 謙 浸透 せしめ , その 速度 印 ち 流速 を 測定 し て 作 園 する も の で ある 。 

第 七 彫 は アレ ン が 或 る 種 の 浸 邊 性 の 大 な る 非 硬 結 砂層 につき , 特定 の 原 
油 を 全 用 し て 得 た る 標 式 的 礎 力 勾配 曲線 で ある り 。 

と の 麻 力 勾配 曲線 は , WHET AT BR, TIE «UGE, 原油 の 粘性 に 
よ つ て 定まる も の で ある 。 こ と の 曲 線 の 形 は 油井 に 近づく ぐに 従 つ て 委 勾 配 と 
な る 。 こ と れ は 原油 が 油井 に 近づく に 従 ひ , SOTHO Bed) & ted (HA 
fl), 減 庁 に 藻 づ く 志 匠 の 放出 に ょ る 原油 の 容積 増加 が 起り , BRR 
る 油井 に 近づく に 従 つ て 流速 が 絶 を ず 増 加 す る 結果 で ある 。・ 

ZOU eItk oO OOM IC MIE L, 何れ も AIK AOR A 
CHE LES AM ERT LOCH, 

(1) #hFFIC HRS MN CM NOBEY iS LMS IC HIF HOT 
る 場合 。 

) 油井 席 の 裸 を 大 と し , 井 底 附近 の 流速 を 減ずる 場合 
FR LINBO AZ ILHOARNIIC RS BOTHS, (1) O47, KIMILEDICW 


SS 


(2 


1) Uren, L. C: Fundamentae principle governing drainage of petroleum from 
its reservoir rocks. Sci. of Petrol. 1934. 
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服 ず し て 油井 に 流出 する 散 , IGLHhIC HMA ZS I BERLIIG IRIE ICAI 
用 され な い 謀 で ある が , 他方 に 於 て 産油 畔 位 重 量 営 OMIA AO RE 
及び 容積 を 最小 に 保つ 事 に より 減 ぜ られ る る の で ある 。 また 原油 の 流速 低 
下 に より 油 砂 に よる 摩擦 抵抗 も 従 つ て 小 と な る が た め に , それ に ょ る 減 司 
も 小 と な る が , MICA CHO = RAH — DAN RIAKDO WEEE AC 


Bt th FF ME 3 9 BE Hh BR 


+ 00002*. 
0.0003 


10 12 14 16 18 


MATH ROR TIL, BOR NRA Me MS sue HRMS 
示し た も ゃ の で , 流速 の 比較 を 示す も ゃ の で ある 。 MihitmiPer ) oF 
(PR) , 縦 軸 は 礎 力 (ABE) 

TeANnN, 

HFEF OIEE & AIC F SHA, BS (2) に 於 て は , 探 油 は 最大 差 麻 の 下 に 行 
ILS i, 瓦 志 の 膨 彩 を 最大 限度 に 利用 する と と なり, 油 砂 の 座 控 抵抗 を 
増す 事 な く 多量 の 原油 を 流動 せしめ る 斉 で ある 。 こ と れ は 原油 の 通過 する 断 
面積 が 大 と な り , HOME MIR (bottle neck), EN Sie} OOPEPEIC k 
SIE AME RE RYO THA, 

5 fd 7 TS J) AVEC RIC BES LAD S FLEE APE SLO CH), IH 
BRE D 2 WREOHBIC HS CLUE IL 250 分 の ェ に 減じ , 17 ROHS 
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は 2,750 分 の エ に 減ずる 事 を 示す も の で ある 。 

アレ ン は 第 七 園 に より ェ ネ ルギー 消費 曲線 を 作ろ つろ な た (FNAB). CHIH 
OMA IEC MO CRT SIC BOCES Sz RNA ERT 
も の で ある 。 


SN 園 。 ェ ネ ルギー 勾配 画 線 


y TERR Rene 
lk SL 
eal fe shel | 


aoe ace 


etre 1 paseo: 
OE SF RS ARE EN AR ES a 8 


GIR KY OFAR (R) MH ABREPRH KO xen ¥-WR 

A は 断面 毎 方 時 , IReDe zen ¥-BREAT BUSH Biso 

ZRF —AZBRE MECHSE MAT SUMOWKS (BPWAR) 
COR ANMSK-OPRS, Ke LIMO PV(MNILAMOR) ORME IC IE 
WTA, BRS — DHMH OVE I RICOv CORRE TA 
する ゃ の (A), MILBMM ICS IRGOBKRS EARTH (B) と し て 表示 
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LASS, EMER O MINA ed BiMishic HRT SMR ORT INC Hh 


FEED 8 ROMEO IFA ILHHO END 258 40OITCHS, THEO 
HH PRO His % OFN Heid MEI) IBA R L WATER CD S 6 
BHARRORA Peat hic ZEN SZ AIMOBLE NOFA ICTS 
も の で ある 故 , 油井 の 瓦 志 ・ 原 油 比 が 重要 な る 要因 と な る も の で ある 。 古 
し て 油井 の 瓦 匠 比 は その 将 抗 床 の 如何 に よ ょ つて 定まる 歌 , HIHROMGH 
Ri Grn 
基 ・ 原 油 比 は 一 般 に 談 の 順序 に 低下 を 示す も の で ある 。 
ieee FUG MRO MG KTS. LRLICMSP, hI ASH ho 
MALL cCHHANS, 
(2) JURE (gas drive) AAO A Kt — Ald HE I, — Ahi 
BRE CANT S, 
(3) REI WSR TICS ), BLM BRE LR SBA, 
KE eHGAe AAT S RAW IC HY CLA L CHM + A WLEAYEA TCHS. EH 
油田 の 年 齢 の 古き も の , 配 井 (spacing of well) 密度 の 大 な る る の は 何れ る も 
JMG + LEAVE FR TS, * 
LT SICHM - ihe ithe Bo RMCS dD, 過 て の 場 til 2k 
低 に 保つ 事 が 必要 で あぁ る 。 
油 記 の 有する 排 油 力 を 永 績 保存 せしめ る た め に は , 油井 の 産油 を 調節 し 
て , 産油 率 が 油 砂 の 原油 に 習 す る (1) BABE, (2) WIPE, (3) pM 
敷 な る 如く する 事 が 理想 了 的 で ある 。 印 も と れ 以 上 の 産油 率 の 場合 は 減 奏 率 
WHICH YS, 油層 の 有する ェ ネ ルギー の 消耗 と な り , と れ 以 下 の 場 合 に は 
瓦 匠 は 其 排 油 適 能 CREE AGRE TL Cit Itc MT SR, DS RO Wi 
(slippage) Bkiazeite (by-passing) FHT BYLAD 2, 
TEAMED HEAR (rate of production) (tjhHPNE & hide Bs Ic Lew 
er cons sete bedwiae oe ee ae 
原油 比 を 低減 せしめ な けれ ば な ら ぬ 。 然 しょ A 


5 
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Ab, その 小 に 財 ぎ る 場合 に 於 て も 宮 匠 ・ 原 油 比 は 大 と な る も の で ある 。 
ee ee Sit 
CHM IFO S ft & LIE L, COMMER EKER OL DSZHTCHS, 

Se ek ae ee We Fea ee 
HOUREINS &O EWE L, Seis ahit OTIC HEY (choking) 装置 を 
設け て 之 を 抑制 する も の で ある 。 MBAVECKH CH, COMMA SHE 
に 上 る 例 だ あぁ り , Vici & HIF 4 OK BL RF LA HOVER & A 
BL, BREA ANY OPAC ETH O, 

SF) DFEK UE SHO HALT EE CLEP L, 油 砂 の 粒度 の 平均 有効 直 簡 の 
FPRICELLAFSLOCHS, 原油 の 流動 に 謀 す る 油 砂 の 訂 控 抵抗 は , B 
ZEAE OLE, MAORMIE NOVY LF SMA CHS. 
PARE OFILA & BAO PRIA IC RLS RAE ELEVA, BR 
ICES TILFLBO KEES HE, TORBREK CH の が 一 般 的 で ある ( 勿 

論 こ の 場合 , MILALASMWKCAE(, WIEOUME BRT S). 北米 


AE ode 


30% eet hee MA BIL, その 18% OTIC LE L10 億 に 達し た 
例 だ が あ 

の 事 は 上 述 の 
WVCHI, TOUBLWHMOAS, TY, 配置 に 開 す る と と も 棄 に 光 べた 。 

また 油井 内 に 於 ける 液 面 を 定位 に 保つ 事 も 礎 力 調整 上 重要 で ある 。 自 流 
FETS EI SECS T lk, 所 定 の 深度 まで 補助 笠 を 入選 て 則 午 の 原油 を 流 
出せ そし じ し め , 波 上 げ 井 に 於 て は ポン プ 波 上 げ の 程度 を 工夫 し て 一 定位 を 保 た 
し め る 様 に する 事 が 必要 で ある 。 

KICHEOMACDS Bo hOGA 5 ROWALOMOVACIELED 
産油 量 は ェ .5 億 に 達し , IOROYAI 2.12 億 に 達する 。 Dime OFF Mis 


1) Melcher, A. F. Texture of.oil sands with relation to the pipe acon of 
oil. Bull. Amer. Ass. Petr. Geols. 716-74 (1924). 4 


HMIFEIC HSE Bib MOEN LOT ZLOCB D, HOMO? DIC 
は 砂 庄 が 硬質 の 場合 に は 爆 工 を 使用 し, RET OY Aid AK EAL, Be 
b pelea: (under reamer) を 用 ひ , 石 次 岩 質 の 場合 は 臨 酸 尊 法 等 に よっ つて 
ZETIYOCHS. HL CLEMBORD ZW ICIAPEE EEA LC HENE 
を 行 ふ も の で ある 
"WR IC REINS GO % BAO MTEC UG ARS DORI LOS 
LUA SWRA LOT WTS CB. CARL ETBRMIIC BAHT 
HEPSICIST BASIC IEMET: SUGE KF し 難い も の で ある が , 普通 の 油井 探 
油 で は 20% 肉 外 が 普通 で , 30% 以上 に 上 る 事 は 稀 れ で ある 。 米 田 の 例 で 7 
は 瓦 匠 麻 探 油 法 に よる 場合 ro~35% Ci AKMEIC EMUIL 15~759%, 重 力 排 上 
油 で 25 へ ~889。 で ある と 云 は れ て 居る 。 WIHT Walt, SRO 
を 示す も の は 何れ も 長年 月 を 要する 採 油 法 で あり 、 従 つて その 日 産 額 は 小 | 
な る 場合 が 多い と 云 ふ 弁 で ある 。 1 

AVY ST =v HHH Cid, 60 FIC D Hit SVS MICHT, jh 
BAOBWAS 90% に 上 つた 例 だ が あり, 浸透 性 の 大 な る 油 砂 に あり て も な 
ほ 60% の 残 油 が 記録 され て 居る 。 米 國 石 池 保 存 委 員 創 の 報告 に よれ ば , 
平均 の 回 収 牽 は 油 居 含有 量 の 1/7 の 程度 で 最大 28% CHSLBR, 

毛 水 法 で 有名 な 北米 ブラ ッ ド フラ フォード TOE 堅 に よれ ば 。, tT OBEO 
第 一 期 , 印 ち 自 噴 井 有力 至 波 上 井 時 代 を 通じ て の 回 収 率 は 12.5% で あり , 第 
SWALU IE ARTS EIR IO AIC SC Ik 27%, © BARE RL, HO 
, FU CORMMB 39.5% CHSZLR2., Hhr~xve rare Y TEA O 

USE D CHEW & ALPEM IL, FO PMI MO URE 16.7% に す 
ぎ な いと 云 ふ 事 綿 で ある 。 WMONIEC BRT EIA CD ), EI Y 
少 い 場合 の 例 で ある が , カリ フォ オル = ヤヤ 油田 の BURA, 15% に すぎ な い 
BIH CH 2, 

LRA 50 へ 80%% 訟 を 唱 へ る 人 々 は , WEARER th & FPO Pe ESE TRE ICSI 
る 試 釣 の 結果 より の 推測 で あり , 買 際 端 水 の 未 だ 達せ ざ ぐる 油 居 の 部 分 の 試 
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MILI IIRA EME BE RVI BRO THB. 然 し と れ は , Bes 
FORO RAMEN IC BEA LEU YB VE PMKUETY IDIOMA, ahh 
ICNHPIO MIS MPEG TAFSER MICH ~ 7h b CHB, 

[ eason Hes? (2, HHP OVAS . FLAS, 産油 記録, ME EON UL EEL 
て 之 を 算出 する 事 が 最も 事 質 に 近い 結果 が 得 ら れる 。 

EVE IC HEC IL ECAC IE AM EMEA, T VIC MRED EOF 
足 を 加 へ る 。 TO MMICHt ABABA, HP PRMEIC Os HILRHOR 
少 あ る 場合 , HT XC C UEAL S FREE ORB OAR CHENS, 
BN : : 

cc. /sec./sq.cm /dyne/sq.cm /cm 

LOI) it dyne /sq.cm/cm ft り iC, Wyckoff, Bostal, % w Muskat 
(Gulf Reserch Laboratory, Pittsburgh) (279i I @MRX)NOU, 之 を 浸透 
AO Rfre Lc darcy L4fttt7e, BRICI TC OMPMAKICIBS Zed, 
その 1/1,000 MSL) - HUY --EBATA, 

BYE LUA LAMLOM RBA MIAMI DC, 孔 率 が 同一 の 場 
ACY BERS Wad ¢ i, FRU HLIC A AN TOR OBE 
は 最低 で あり MULE, IRE, 列 際 に 富む 岩石 に 於 て は 大 で ある 。 砂岩 
DSB PMOL RL, 例 へ ば ブ プラッ ド ・ フ オォ オード の 細 粒 油 砂 の 
FLAIL II~13% CHS, BRIE 2~5 ミリ ダル シー で ある 。 RMT 
キサ ス 油 田 の 砂 は 孔 牽 22~289。 CH SM, C OVBBAIA 350~3,000 = )・ 
ダル シー で , 大 部 分 は 3,000 ダル シー 程度 で ある う 。 

以上 の 如く 和 孔 率 は 砂岩 の 坊 際 の 弧 容 積 の 百分比 で ある 族 , SILROK!S 
(CULM CHS, 一 方 浸透 牽 は 孔 隙 が 細 NCHS 程 を その 抵 岳 が 大 で あ 
Zo 即ち 漫 透 牽 は 岩石 の 組織 に よる も の で あり , PALL VD VWHOM 
LEAR OUME, ROKK MO MIC £BbO TCH. 


1) Aas 304 5 BE, AM 18 年 11 月 16~19 B 
1) Fancher, Lewis, Barnes: Proc. of the World Petr. Congr:, London 1933. 
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浸透 性 の 問題 は , 原油 の 移動 集中 に 重要 な 開 係 を 有する も の で あぁ る けれ 
どる も , 湯 延性 それ 自身 の 大 小 よ り も , そ の 部 分 的 絡 化 が 大 な る 影 絡 を 有する 
も の で ある 。 油 砂 計 は 或 は 薄 居 の 互層 より 成り , 或 は 厚 誠 で あつ て る も 部 分 
に よっ つて 其 役 度 を 異 に する 事 が 多い 。 牙 に 油 砂 丹 の か ぃ る 特徴 に つき 到 分 | 
な る 知見 を 集め る 事 が 大 軌 で ある 。 | 


SEMMEWICHY SA TILG—RAO EMRE 


(Mode of occurrence of stellerite in the Gisyi mine, Korea) 


emt se ge! PE. —- (K.Ohmori) 


ia 言 


HHH tS RIC WIPER AOL AM CH SB, KESATSNCR 
ie Sq ADEVOIS HANNE L, MIRAE BL, ZO BRIC HL OMY e MBE 
及び 恭 気 区 に 應 じ て 吸 着 す る も の と 考 へ られ る 。 近 年 用 水 の 閣 化 等 に 用 ゐ 
られ る ペー ムチ テツ ト は その 成分 上 と の 沸 石 に 相 営 する % ゃ の で ある 。 一 次 的 
CHIME G HAT SO LILI CMC CRE C, FO AS ARH IC 
産 す る と と が 多い 。 その 結 品 系 に も 種々 の 別 あ り , PHM 2 WAAC 
局 す る も の が 多い 。 COMOMKICHT 2—HOM AIC, TOMEI BE 
有 物 名 を と つて thomsonite series と 呼ば れる も の が ある 。 

RFU 5 —jh7g (Ca Al,Si,0,;,+7H,O) は thomsonite series 中 の 
epidesmine (CaAl,Si,O,g+6H,O) に 成分 が 類似 し て 居る が , 産出 は 極め て 
稀 で , 外 國 で も 借 か 数 ケ所 に 知ら れる に 骨 ぎ な い 。 始め て 記載 され た の は 
アッ ツ 島 の 西方 約 400 Ff O2ayvy FX EB HO Kupfer 島 (Mjednoi 5) 
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if PEALE C, BRR ET BEACH OZ Tia) 中 に 見 出さ れ た り 。 KOTTKE ED 
「 自然 科 段 研究 に 功績 の あぁ つた William Steller ICA CAF > = HG 


(stellerite) LfrH&N7e, Zid 1909 年 で ある が , HK 1927 年 に アラ スカ 
の 東南 Juneau 市 の 西方 約 + COMMS, LAP HORA ICR LC 
出さ れ た 3。 昭和 12 年 (+937 年 ) に 平安 北道 義 州 確 山 か ら 産 出す る と と が 
BAS ICMCHMICEN, 之 は 第 三 の 産 地 と 思 推 され る も の で ある 。 更に 
SIGS BW 及び 第 五 の 産地 と 思 は れる も の が 昭和 14 年 及び ェ 35 AEC HARE 
ら 報 ぜ ら れ た 。 即ち 慶 告 南 疾 成 安 郡 深谷 面 徳 村 里 3 ROE HIE SEB 
日 面 生 日 島 か へ CHS, CORNERO AF? > -—PaAlt LABARHORE 
CH AMR te LCE L, BEET GSEIR RET 

AFM F — jG? hited ei Uh Bis CBC a £5, 4 Jb BBA OBR E He 
L, BREE EEL, SPila (010) HICHETHS, Bit H=3~4 で , 
比重 は G=2.166 で ある 。 HSH MPL Z—a, Y=b, X=c で , 3th 
ai kD (010) と 予行 で ある 。 Epidesmine Cie stig 824 P Hii (100). 
に 下行 で ある る か ら , COMTHMAVYICKHANS, RRR It 7 Sr 
サム より 知 か に 低く , x 一 I.486, 6 = I.492, y=1.495 で , epidesmine 
(«=I.485, B=1.495, y=1.500) kD AME, SCPE, Stith 
角 は 2V=38.5° CHS, 光 輌 角 の 分 散 は 弱く p<v CHB, (LB 
分 析 の 結果 CaAl,Si,0,3+7H,O TCHS, Li pry felt ag ry a2 Ay 
bop=18.34A, co=13.43A で , 2 BLEEK IC_ESER AO CaAl,Si,O,.+ 

1) Morozewicz, J., Uber Stellerite, ein neues Zeolithmineral. Bull. d. Akad. 
d. Wiss. in Krakau, 1909, 344~359. Ref. Z. K. 50, 654, 1912. Neues Jahr. Min. 
1910, II. 25~—26. 

2) Wheeler, E. P., Stellerite from near Juneau, Alaska. Am. Min. 12, 360 
rw~364, 1927. 

3) 中村 慶 三郎 , BIRR HE 22, 531, 昭 14. 

4) 木野 崎 吉 郎 , 朝 鐘 貸 誌 88, 75, 昭 15. (nee 

5) TER, RAMA, AR A—, BHR 17, 274, 昭 12; RIG, BRB, HOE 


18, 51, 昭 12; ART, BA, Re, BOE 18, 51, 昭 12; AAR, eB, 
0G 18, 58, 昭 12; 渡邊 新 六 , HR 18, 81. Hl2 


本 96(16). . BRR MRRAE ES fe 116 


7H,0: &84F-BHFS. BMH VE. V7, Cy の 中 の 何れ か で ある 。 
須 水 速度 は 150~400°C. 間 で 最も 閉じ ぐ , 450°C に k 於 で 大 部 分 の 水分 を 
拓 ふ 。 結 唱 は 卓 次 を 呈し , (010) DHCD HE < BEE Ls fic (LOO), (rrr), (oo『)) 
等 が 認め ら 処 る 。 反 射 測 角 器 で 測 角 ず る と 結 品 面 は 3~10° OHH CAM 
の 反射 像 を 生ずる 。 —HLIC cia AMBER ICMR TEREL IC He BIC La 
eM CHATS 4 

sc. > MORRORLENE © RIOR HD e HURLED Bites: 9/9 2 DL | 
降 各 匠 天 々 約 エ ケ月 に 万 つ て 朝鮮 内 の 重要 確 物 の 基礎 調査 を 行 つ た 。 と の 「 
EMO BE LCE VSM L, 平安 北道 博 川 履 及 び 義 州 郡 下 の 雲母 及 
び 石 綿 等 の 調 本 に 従事 し た 。 と の 調査 中 た また ま 義 州 確 山 に 於 て ネス テル ラ 
= 小石 の 産出 状態 を 准 察 する 機 倫 を 得 な 。 , 

SINT CABAL EME SOPS ROA “BE CHS. ABOUT 
(Lil & SM 5% PR LC do 72 BUR BIRT HEOT MIME EKIEG STE 
に な つた が , COPIA BEM & BLES LE ZCOIFU THO7e, (KOT 
SICK (CAB PE NYE AMR Be Sut MRD BARE HE L700 & Hse 
TONIC, SIC'BIC bb FH LY BAOBL SE GAL, HMMIC MRHA F SM 7e 
fi = ET EVANBIC ICE LCPRIE Me SBR HT 3, 

AHAALIC BS LC HL UGTA IC HL Fe HN REAR HT AL TE SOR IN ER HUET 
ALD 4 LICL LER ORE LIE L, 特に 次 始 御 世 話 に な つた 立岩 滅 地質 調 
査 所 長 に 厚く 御 距 申し 上 上げる 。 WAMAOMEL MAGN, LARA 
校 義 下 され な 高橋 教授 に 謀 し 深謝 の 意 を 表す る 。 

it PRU 

AFM FS ~ HALES SMI AE RAGE ALE GF BR 
2B (FAS — WWII MEI Ca) IC Y EK EME RICHES 
1 BRDU o> WATLEY £7 > i 8 ATT TS Tie — 


1) Ho Hye Me 16 4e Ll, TLE XY A,B,C, D, se 4dELY a, b, c, 
d EL CHORES 5 He Ris Ho 


Pm re ow eee 


a7 ao & x " x ee Se OMAT. 


_ Kula Ba) cB 3, = NRE. 700 米 の 山 が ある が , EH 
MUCH .. 

SURROREMREEIH A D MARIICHO-C SAAS, RMIKEL Acc 
SARAKGM CHS. HME OK 15 料 に 義 州 品 が ある 。 BSC. 
rit & り 氷山 市 行 の ベス が あぁ あり, と の 間 約 25 HF CHS. ツ ' 

ZEN ED MCRPARILIC CHL cakes 2 fy 22 ke LC Im EEL 
MET So TN AAINDMGMILIC AMET SCH Bo AICI L OIA 
を 東 に 湖 る と 約 15 HCHO O PE MICETS. COMME 
し 自動 車 を 通ずる と と が 出来 る 。 新義 州 か ら 中 訟 時 まで 約 52 料 で 途中 王 
江 渦 を で バス の 便 が ある 。 ; i 

ie cect 
| 里 か ら 西 方 約 4 HICDHT 3. 

Bo Se OSH 

AM KP SHICHI SRAMICHLADS MOXMBATS. TO 
合流 徳 に は 狭 で 平地 が ある 。 支流 の 流 路 は と の 附近 で は 概ね 約 4 HELLAS 
Do RANMA CHEE IAL LETT LC 2 (EMH). COR 
SPL ASAT LATS IC EASES 3 © LutebR AE IC PEER eas ALD hh, 
部 落 は 主として と の 上 に 散在 する 。 

Wh 堂 木 川 の 南方 に は 第 辻 『 彫 に 掲げ た 様 な 標高 約 400 米 乃 至 700 米 
DW asweie - LACHES SZ. (iN YH MECH 2 
REE EOWA NIE C, TOMAR, WCE 
LEARN Ch So COME HICH LBd oN 
AT VIAL, PARUEAEOMABANT SF. RAIDS BBS 
NS. HESS JERE OAAM RICHES VOL, AMALICES BO 
と が ある 。 WELT ORAMICLSMEICIOCHNL, SE AKIRE EM 
LCS 


I 


1) 島村 新兵 術 , BRR, 天 堅 洞 及 び 永 山 市 園 幅 , 昭和 11 年 。 
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ATNVF-HKEEBLT SR MMRMESMS 30, 2k LORKOLCMT, | 

、 走 向 及 び 傾 多 に 特徴 が あり , 炊 の 二 群 に 大 別 す る と と が 出来 る 。 i 

s 第 = ; mi 3 


5 
oy 


ri 
Coe A 
TEES va aan 


[| ES ES 


FARMA — 100~200M 200-300 =300~400 400~500M SOOM 


| (1) 3 FEDR ZEN) N85°E, fq} 80°N (2) 5 HRHR SERIN75°E, ta) SSE 
4 720k «© N50°W 70°NE 6. SE N80°W 70°S 

omk = N60W 70°N 8 ¥Eie N75°W ssw’ 

Lo #eENK EW 70°N : 


EUS (1) に 掲げ た 4 MIAMNY RAH, 3 FEIRLURO 3 FILS 


Oe ee a ee fs 99(19) 


く 一 致し 70° CHS. LEM BAM L CHS, Hac PeBic AM 


| NWW 方 向 の 一 直線 上 に 配列 し て ゐる 。 ROTM IRE OFM IE SB GEE 


RICMRASSboe#~nns, イプ 
(2) に 掲げ た 3 種 の 確 脈 は 何れ も 傾斜 か 南方 で , (1) の 4 HIRE 9 IRD 
FIC DH D WEE ICMAT SAAC HEHRICMIIL TS, 
ステ ル ラ ー 沸 石 は (2) CBT SZ MIROMICS LBENF, (1) の 4 種 の 中 
3 FEAR, 4 ORK 9 銃 脈 に 産 す る 。 と の 中 4 吹 脈 に 最も 多い 。 


第 << 


Gn ASA mB, Gr teh. 3, 4, 5, 6, 8, 9 及び 10 ABMoBse, 


ステ ル ラ -RBOPHROER 2F 2 ラー 沸 石 の 分 布 は 3 VIR CIRITAH 
道 附近 に 多い 。 4RIRCAEAASMICHLON, id MERE FHOIMIIC 
BETS. WAMIRE DS RICHES CLES S, 一般 に 石英 脈 と 開 係 
が ある が , 9 RIKCA EMO BE LEVIS T EBRD UE HICH 
Ba 
RFS HM BIAMN OBC O MEIR NO Bh ER Ea LCE 
SB, CO#ILK 10 MAS I KAN C, CEMA RKICET S. 


本 100(20) Hamm RRS #4 120 — 


SHA OFA be PUIMICH Lb Oe SMC 3. > は ko 
道 の 一 部 で ある 。 AWE RICH ML FG TICKS CREDLE I, BES 
DEE. COMIC LE LET EDBD 30 fli % BRIE MOTH 
る か ら , MAP AHIR ER KIC HAE OCHS TLD CES, 


BALD AFA FS -WADEMAA EL COST LADS. i 


ステ ル ラ ー 沸 石 脈 は 殆 ん ど 常 に 本 確 物 の みか ら 成 り , HD ZEW Teng 
白色 を 時 し , HAN CRABICMH RO AKI Db BHS NS, PRICE 


第 = 園 ; 
a =e 
= = hr 1 
nt 
‘0 7M 
7 2 3 4 5 \ 


LMOFGM 1 合金 石英 脈 , 2 wekwtre ARM, 3 BS, 
4B LYD, 5 ステ ル ラ ー 沸 石 。 

を 流れ る 地下 水 の 劉 に 鐘 季 石 次 に 岩 壁 か ら 垂 下す る と と も ある が , で の 
含 C に は その 質 が 脆く な つて 居る 。 

ie HL iC, 一 般 に 綴 密 な 塊状 を 呈す る 。 : 

MMOLE LORARELCHS. 3 HURRO 4 WICC OFC 
HOME CRETE PO, 9 HEIR Ck ANTE ROPER 

KEROPEMRAR LikORIC AF 2 > —PBOM RICK < Hi CHZOTC, 
C OEM ARE & PIPER IT RES ZZ LICH S_ HSU le IC HBT 7e BIA Lk IC 
iia L7etithC, SOME bs ANKAMO TCHS, 

OAD ane CCC 
及び (III) 面 よ り 成 り , AMA EMAC HL COS. 単品 は 
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な く , HUMOR OULD で ある 。 と の 集合 話 熊 に RO VRBO BM 


(1) SRE HO LT, COMIC SAMOS ATEN L, t OMIRIE 
x LeRMoOmEL ats LO, ANE 30D EL web, OM, 
IMCS 3. BRURICHAT 3 ACE LICRET SZ. 


第 4B 


AFMF —- BOER Eg. 5 分 の 3) 


(2) #eahtS (RR EIC REA L, 更に 他 の 結 品 が 夫々 と これ に 重合 し , 連 品 集 Me 
SHDBIKE RT ZO, RABOVES EH 4 MECH HMO ASICHL 
く , 長 さ は 約 5 MICE 3 板 秋 の 白色 石英 上 に 附 落 する 。 
COME HHIMICHGS, MoO— Mc LoS Ric healt BEIT, 
TERR RS.. CORO IC IEKEOSMKARAERTS,. TO 


1) SMS HL CMAICMA CHR, MHCHSPESPERET ST LA 
出來 な か つ を な 。 ; 


BRE RIC CRE CWA © UE L, O=1.544, €=1-553 ae 


HAR DHRREES 


LOH E VHEL CARE Db AHI L728 D LBABNS, 
白色 板 其 の 石英 は と の 石英 と 同時 期 に 結 品 を 始め , BIC HRE CHL 
7ebDLBrONS, ah Anche ght aonakcc ota 


Ly vanetoun/ 
: hae: 


S は え ステル ラー 沸 石 , Q CARR (q GR, p RMR), 
1 BRR AR, 2 ARKO BHECHS,_ 
し な いこ と 等 か ら 明 か で ある 。 板 次 石英 を 鏡 下 に 観察 する に 微細 な 石英 の 
RA XD KS. PRIC L CRUE CRIA We L, 上 記 と 同様 な 値 を 得 
た 。 | 
ステ ル 5 —PALUEEM KOA KICHET SZ. TOTO MA NTERS aE” 


a spk. 


LEITH Het Lab AAMC ALINE EBA LROM CHS, 
FIM Sa aR Mii BUILT Ae, © YEP Ee 
溶液 が 浸入 し て , PERDUE AER Le, 2 & [RIC ALAR BE DSERHY L, 
之 は 更に 基 後 まで 品 出 を 績 けた 。 HRC ORAO— MIC BLAH), IE 
Onolth kt 0, 思 な る 溶液 か ら ス テル ラー 沸 石 の みか が 品 出 し た も の と 考 

へ られ る 。 


Rosie = #8 
3 テル ジー 58 Fi (CaAl,Si, Os +7H,0) EHD ti BED 本 邦 で は 
Pies nionet aR aS STEAM AIC SMN7e, と の 産出 状 、 


態 を 要約 する と 次 の 如く で ある 。 ie 
LAFF HAT EMS SHIRL 3 DENK, 4 SIRI 9 SEIE-C, Ika — 


STIL KMS N60°W, {a#}it 70°NE で ある 。 WAIT OH 4 HEIRICHY 
BM. 

2 AFXI-PAMADHERRA LL CENTS. と の 幅 は 
ITO BADE TRC, ERM RICKET 3. AIBA Ik —ARIC  To CIIR 
LAL, HAIL TSS. 

ROU WIC 2 BH, RAE, OE, TOE OS] 

3 timORAKEICKO-MA 見 られ る 。 その 一 は 一 結 品 の 周 園 に 多 
敷 の 結晶 が 集合 する LOC, 之 は 覧 臓 次 に 集合 する 石英 上 に 人 品 和 達する 。 他 

は 結晶 が 板 其 に 集合 する も の で , 之 は 白色 板 其 石英 上 に 附 着 し て 居る 。 紫 
「 等 結 品 の 集合 其 態 は 第 四 園 の 宮 眞 の 如く CHS. 


GR Dh OR & 
Ca, St, Ba OSRAM 


Some experiments on microchemial analyses (III) 
Microchemical analyses of Ca, Sr and Ba 


mt Bl 藤 俊男 (T. Sudo)’ 


カル シウム リリ (Ca) 
ate (H3AsO,) (Cc LAG. 
ES(L AY YAOI IC TLE (0.1 HOMBRE 10 ペパー セン ト の アム モ 
=F Ice 中 に 溶解 を そる も の ) LMNASL, MVILAVERRO (WOK 


1) FORA ls eee CRT BOK), ABABARTIC LS. 
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| 


\ = ts 


oe » ot mE A ES SO TMORO Lh 3B HED 
Hien DERE AT 2. TORBENR 22 9 2 


“A XeonineeaL, XmeRaL, mo es IR 
OBRBER LTS. — お 


克 酸 に よる カル シウム の 反 應 (X80) > 

A RY FY AEBUERIC ED, RAO AER BIRO PIE EF By 

AEM RORRURCT So 809 A BEROUM EES D 
OF CHAO TG CMSB DICART PICA LIB 

CORRE Tk, BIRILMNOWAICHTh アム モ = ァ アァ で BIXBY. 

人 竹 k し て ぉ く と ょ v。 | 

上 に 光 べ た 硫酸 カル シッ ム ・ ア ム モ = ウッ ム (NH,CaAsO,- 6Hz20) と 同形 


yy PRAWN meee HAS LICED, PAMIE LVROKBE RT LS 
it PHBE LRA SB, BORMRRRMCHY Cake GERROMB 
wMSSRRAOLHS, MMO CARICHRAOLOLBRMSSLBSA, Bare 
(DCm kd, Miu kPRSCLOMC, 非 唱 質 と 決定 する と と は 出来 な いし , 結 「 
fa A, FEAR te SF 語句 の 意味 は 成る さく, MRBICRACHUbHCHSRRMEBRTS 3 
と と に し た いか ら , 結晶 の 形 が 明らか に 認め られ な い 様 な 沈 濾 に 習 し て は , 取り 敢 ~_ 
T, (AMES tit), (REBOMBIR© tei) SL SSE 用 ふる 。 : 


CC 
=f SH +> one SARE RIC 2 = BRE 0 
anche UBERTS Lieb 


パ a 


LE a 
retmeners) tame rs (oom, <n 
BICOL RIC EIS NACHE OEEIRORE A 27D, HICH 
結晶 と な り , を れ が 時 cE 


we eve eae 


4 ev} “i 硫酸 に よる カル ん シウム ぇ の 反 應 (x 100), a } ity Sy 
= “goin MEMORIA D MARORIN BME Se LIE 2 カルシウム の 
by 場合 の 沈 滅 の 特色 で ある (HA ォ ン , 第 一 水銀 イキ ン と の 琴 別 )。 CO 
; PRO Hk id HEIR Hv  & (CaSO, - 2H 20) で あぁ つて , AE に 相 営 する 結晶 」 

- Hs. Blew Lom Leb MsreaeRe RENN LETT. 
コー ル を 加 へ て , COUMO ‘EE CBRE LO THe LO Bo ATE 


- 


eee te 
ok 


ee oe ee 


aL cea, De DLA 2, BRA 7m (CaSO) OPER 
EBFC AMET 2A MRT IB) を 生ずる と と が ぁ ある か ら , 加持 
RD Pera b. 3 
スト ョ ンチ ウツ ム と ベリ ウッ ウム は , 上 Lite ZF 2 MAREE IEO & Cr AE 
ek ah at tk ACRE O WENA BIC PG NNT 
FCM EF De LOMURER BERR bm FI EER 
oy % 4 (BaSO,) で ある 。 La enmaasom し て 再 結 曲 せ し め る と 


BORIC kV EY し め た 硫酸 スト ロン チ ウ ム (x 80) | 
NS 


と が 出来 る 。 OOS LMS ne UC ALC HERRERA CISL, 人 
Wick DMCS EPS, MIB EK CUEWES S (TORR A bee 
2s OPE ME LENS ICT ED, Aa > >LICRIBET SOC, (aE RO VEWEDS 
BERG る が , バ リッ ウッ ム の 硫酸 堅 は サラ サラ し て 浮遊 し て , と の 操作 を ほど 
CT OAMWNHECH 3). Or UCRICMI AES L, 一 滴 の 濃 硫 駿 を 加 

CATS と, 白 煙 が 立ち は じ め , 沈 小 は 溶解 する 。 と の 時 に 濾 硫 酸 の 深 液 
の 滴 が ガラ ス 上 へ 質 が ち う と する 傾向 が あぁ る か ら , 載 物 a penne Hk 


RE EE EC eC a 


Y 


する 。 か くし て 沈 洪 が 完全 に 溶解 し た ら , WSR Tt, 冷却 きせ , =m 
滴 の 上 を 吹く と , スト ョ ンチ ッ ム , ベリ ウッ ム の 確 酸 躍 が 再 結 唱 し て , IC 
の 見 得る 結 品 性 の 光 潤 と な つて 品 出 し , それ ら が スト ョ ンチ テッ ツ ム と ペリ ツー 
ACREOTHS. WS EMOIMN. し て 再 結 画す し め た 硫酸 え ト a ンチ ッ 
2 (SEBO RICCO NBIC, FIC OL 
て 短 仙 の 様 な 形 を し て ゐる も の で あり , bkOM L-CH Ae MMe LB THE 
BS) yo OURS, HUMIC ART In < AIC X PIBICEAL L¥e 8 OC, 各個 


第 2 園 


濃 硫 本 に ょ り 再 結 品 せしめ た 硫酸 ペリ ッ ぇ ム (x 80) 


購 が 更に 穏 毛 状 の 結晶 集合 護 で ある と と が あり , 丁度 全 第 が 飛ん で 居る 島 
の 様 な 形 を し て ゐる も の で ある 。 伺 し と の 再 結 品 を し め な た 硫酸 え ト ョ ンチ 
ウッ ウム, 硫酸 バリ ウツ ム は 極 く 小さ い 粒 で は 休 く 同じ 様 な 形 を し て ゐ て 見 分 け 
難く , 成 長 し た 部 分 に 於 て 上 逃 を る 如き 形 の 相違 が 認め らち られ る の で ある 。 
KICK ZEAL YA, RbRYFVA, AI VabSOO TORR 
HOPE O MEM WRT MEKOMK CHS. KOMEM IA SOOT 
の 相互 の 分 離 に 多少 づ 役立つ も の で ある 。 j 


Wear 4 


os SSE 
Mee 


i , 


= eo RRR 
BRS) y a (BaSO,)O= He KURT A= = ッ ム の 濃厚 溶液 中 で 沸騰 せ し 
By HOBO ARE IC BLT SBS, ベリ 7 db OPER IABULE BED Teno 4 
dd) 硫酸 カル シッ ツ ム (Cas0,.2H;0), 硫酸 え ト rz ンチ ウム (SrSO,), BE © 
my ッ ム ‘(BaSO,) B= 三 者 を 酒石酸 ゲー ダ ・ カ リ (NaKC4H,0%) と 共に Ht 
ET IL, カル シウム Bk RITA CARTE Ly AIRC BED TE 
LIBEL TITER A 1 oY A ETEERICHIET % » a 
0 \ アル カ ヵ リ 土 金 属 と 稀 硫 酸 と の 反 應 を 妨害 する か 


ee a ] 
; 4 は 硫 吹 た にょ り 硫 酸 鉛 (PbSO,) Ow ACEO MB EAT SB, z OPI 
“MYR ae = ッ ウム に 溶解 する の で , FrAVLES BOM MRE BITS 
SERVES. C BARS PIR te Lee Z PT & [ALRRIC LC WEBER ED 
結晶 せしめ た も の の 形 は , byes hn < Weagdhe LI HRA bey FY 
又は 硫 松 ペリ ウム と 似 た 形 を 示す 。 ! 
栓 液 中 に ナトリウム イオ ン が 渡 厚 に カル シッ ウム と 共存 する 時 は , MER 
を 加 へ だ 時 に , CaSO4: 2HLO な る 組成 の 化合 物 の 代 ic, CaSO4- FH, 
な る 組成 の 沈 濾 を 生ずる と と が 指摘 さ 選 て 居り やう , 叉 臣 化 ナチ トリ ウツ ム , Rik 
HL 7 RY Y DOWIE IE A MBEHE Cik, CaSO』・2H20 は CaSO4・3H20 


1) L. W. Staples: Amer. Miner., 21 (1936), 613. 
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eB T Be Lak Greugg) ick RAN THS, PHAM Are VA 
DIKE IC FEIT BLS トリ ッ ム を 加 へ て, 更に 冬 硫 酸 を 加 へ て 沈 滅 を ・ 
Hee し め た が , それ は 直 消 光 を なす 柱状 結 品 で あつ て (FFA), mI 
ne HMOGM Ce CaSO,-2H,O (WEAHICMETS YO) より いく 
ら か 高い 。 CaSO,-3H,O な る 組成 の 化合 物 は , 用 方 品 系 に 属し て ゐる も 


の で ある と 従来 報告 され て 選 0,4 REACH SILC FS ANTES, 筆者 の 
観察 し た 光 由 的 性 質 と 一 致し て ゐる 。 
第 五 園 


CaSO -4H,O OMRE AT SPM (x 80) 

岩 酸 アム モ = ウ ツ ム に よる 方 法 。 

中 濃 庶 の 監 化 カル シウム の 水溶 液 に 24 ペー セン ト の 次 酸 ア ム モ = ツ ム 
液 を 加 へ る と , HOBO AAR AY BRI AF SOS, TALE WDC 
Ud S & (BETS eT LH S), AEOMIBL ES. 槍 液 は 一 般 に 中 
性 又は 弱 酸 性 と する 。 生 ぜ し % ゃ な た 沈 滋 は 第 六 彫 の 如く で あつ て , 明らか な 
Zim ROME RUE), 方 解 石 に 相 営 し た を た も の で ある と と が 分 る 。 

スト rz ンチ ウム , ZY VAEICRRTASHaVUA CRBBOMIBREA 
FSR, 前 者 の 場合 は 一 般 に 微細 針 其 結 曲 の 球 征 其 集合 典 を な し , 後 考 は 結 
MOO NWO 濾 と し て 現 は れる と と が 多い が , 時 を MES ICHEOT AL 


1) R. Greugg: Zeit. anorg. Chemie, 90 (1915), 327. 


a アル カ ヵ ) Lebo OHI, oo ese 2 5 得 な 
ァ ル a y Laon ERI = ラ 2 Lic 何れ も a HHT BHP 


BURY Be = Dak kearyd .OR MG (x 80) 


が ある の で アル タリ LOBAMOPMN ORL し て 用 ひら れる と と が 


ie “#liRIc 2 Tb 
cate 125 OUMNRIC HEMET 5 Ge AERAICIM L, WLC HL, 水 を 加 
A, CHLIC 10 Xe y POM (Hy(C.0,) 21,0) を 加 へ る と , aa 
HICH LIMP ABR? 1 YA (Ca(C,0,) -3H,0) OME ATS. 
ALAN YY AD IKGBIEIC TON ey FOR: 加 へ た 場合 も 同様 で ある 。 
Pa Yes Li ABA HEC LHC. CORUM EAT Bot, aT i 
3 Holi, 複 屈折 の 張 い 結晶 で , 正四 名 形 , SE, RE OM EAT (第 
七 剛 )。 酷 踊 叉 は 酢酸 アル カリ に は 極 く 借 か HD DOHC BA, AMOS ー 


/ 
も 


ey 


ene) 


は 非常 Ck CRT Sa, Boe IC a DRONA Y PRT 

Aes ッ ム を 加 へ て お く と よい 。 熱し た り ; RULE SOMMER B SF ee 
HE MAERICM TS BEE ey YA (CalCQO,)-H,O) opie arse 

と が ある と され て ゐる ee 


AbRVYF UAL EMR RICE DAC DAY Y ROU EL OREM a 
fa 第 + 男 a 


¢ 


秦 酸 た に たよ ょ る pee 72 ORME (x 200) 

BERR bey FY A (StC,0,- xH,0) ORMLATS, HCH A 
系 に 属す る 沈 滅 を 生ずる が , WOM CAMA MRICS ZIMA Ss 
と と が ある と 云 は れ て ね る 。 —MICHOLTIAhMR YF UALANYY 
A DERG ILE IS ST と が 出来 な いか ら , MBC E v ML BME KD 
ち , 沈 減 を 稀 硫 琴 に 溶解 せしめ て ヵ カル シウム を 栓 する 。 

バリ ウム も 人 夏 酸 に より 夏 酸 ベリ ウム (BaC,0, -nH,0) の 沈 滅 を 生ずる \ 
が , そ の 用 は カル シウム , スト ョ ンチ ウム の 後 酸 皿 と 異な り , 単 終 品 系 に 属 3 
FSLMEM SER AMEO MA CES. ALRMAIC AMMO 

い , A MBICBT Z MURMNE EFS LAAN THB, 

TROY by SHAE A ED, Dy Yd ABA & WE BUN ACIS 
EWR ORME LFS, と の 場合 は 個 海 に より 母 液 と 沈 滋 と を 分 ち , vt 
WE Ak CHD TC KIC, FABRE IL RTM IC IAM LD, 7 Ae = ア を 加 へ て 
アル ヵ リ 性 と すれ ば , ア ルカ ヵ リ 上 金属 は 再び 夏 酸 忠 と な つて 沈 潤 する が , マ 


a 


ae i : ’ 

£1202) SF emREe Ee 182 

FRY ABRRL BOO CHICMITS FEMS. MIECIDUHE | 

nate SR, OH, HSA, SA, Tv Fey, in, wv Hv (8), The 3 

oh RSA MNVERICL DLE VA, ARH Y FV ADERMBL AAV i 

ao REROUME ETS (MR, DF S94, TD, rH OREM, 
8 スト ロン チ ウ ム (Sr) 

RIC 2 BI 3 


Dali Xb ev FY AO TKVETEIC HIMIC ACER to ペー キン LOWE 


Eas a を 加 へ る と 』 直ちに 第 七 彫 と 全く 同様 な 形 の 沈 江 を 生ずる 。 印 ち ヵ ル シッ ウツ 
zi = nN 園 

rn f 

agen 


重 ク ロム 酸 ア ム モ = ウム に よる スト ロン チッ ウム の 反 應 (Xx 80) 
ACBRMES HCRABRE し て ゐる 沈 濾 で ある (カル シン ツ スム の 融 参 照 )。 

重 ク ロム 酸 ア ム モ = ウツ ム に ょ よる 方 溢 。 

臣 化 スト = ンチ ッ ム の 水溶 液 に 重 ク ョ r ム 酸 ア ム モ = ウツ ム の 小粒 を 加 ペ て 
BUIRE HEL BAS, THLIC IO ペー セン ト の アム モ = ア を 加 へ る と , BA 
周 の 締 な 針 状 結 品 の 特有 た な 集合 錯 を な す 沈 滅 ( ク ョ ム 酸 え ト r ン チッ ウム ) を 
生ずる 。 検 液 中 の え ト r ョ ンチ ウッ ウム の 濃 席 は あま り 大 で な い 方 が よい 。 


82M LAD Ryo ame cosa ae BE 3 
Pate ENG ope 
b, DIC EBON, Helo ABER (X SEBO ut 連 品 も 時 と 見 られ る ) rapes 


TI (7 2 A ie eA 操作 上 の 注意 は スト ョ ンチ ウム の 場合 


と 同様 で ある 。 COMBE HL Bs, CORRE T ae = FORCE 
ABA 私 むと ク ョ ム 酸 スト ョ ンチ ッ ウム の 沈 濾 を 生ずる 。 

クル シム は 中 性 酸性, ア 必 カリ 性 の 何れ の 場合 で も 重 ク ョ ム 酸 アム エ 
ミッ ウツ ム に より 沈 小 を 生じ な い 履 ス ト r ョ ンチ ツ ッ , バリ ウツ ム を 重 ク ロム 
酸 ア ム モ = oA CHME LBC, MBA BLE 5, come met 
REX IHERRT a -c = ツ ム を 加 へ で カル ジン ジウム を 槍 才 る と こと が 出來 る 

SR, Ot, H—7kGR, 第 二 水 銀 , タ IVY» D hy 4 ZLIB peovbbilers > p 


B7a DRT Ae TACL VRMEES Sa, AU VAR bay POR} 


O7 1 AMMA ATS ~ LEME CHRIS 2 , 
sn パリ ウム (Ba) 
ERIC £ BGR, / 
re ener ee 
at RED PD oy ROE IN Sue 
PICT 2 HENKEL UE > BOWIE ABB な す ) を 人 生ずる 。 REBREII5 
OMERICHSE Ly < OVE ARMA L, HICH Lc 10 Sev pO 


PRUE INNS & IME AS, BOR ERS YY A- (Ba 


(C,0,):xH,O) で ある と され て ゐる 。 TH ヵ リ 圭 金 局 の 夏 酸 忠 の 中 で ベリ 


(OORREESR KIC HED 0h Hail O ICRI ban 


eee SICH EAS VER D 3 DS, I; 
の 如き 場合 に は 常 源 に 於 そ 一 HD EMR FEB ASE 2 rie vhs C$: RAT WE, 

ESIC biter 3 2: ZED RICBT SENGHE ASS, 一例 と し そ 
AOU PORCH RB LH IUMICAT. URE BICAL Rw 


Bon airy 2. POWER LEMONS, aC OE 


29 mimes ] imine RA DRC wBT 


x « 


BoB ZDURID TeAS Ee (012 9 
te tkomeN, ee 


ais | 


? , 重 ク ロム 本 アム モニ = ウム に よる ペ バリ ウム の 反 應 (x 300) 
NN kt 
重 ク r= スム 酸 ア ム モ = ウム に ょ よる 方 法 。 


。) 販 化 ベリ ッ ツ ム の 水深 流 に 重 クロ ム 酸 アム モ = ツ ム の 小粒 を 静か に 加 へ 
CoH ININCHERET S & BYP RHEE &), 第 THe ER Pe BEAK Pe IRR ae A 


本 83) 


Ce VT es ツ ム に よる 2 EOE). 
BeRPIC k SHE, . | : 


fs abn cece utes nl aio, 65 
re ire Re 


| ; 拾 憲男 


忠 酸 に よる バリ ウム の 反 應 (x 80) 


KIT Me RT OMGFHACHS, COMMEBT SUBARAARICET 
StitinCH ST EBWKOCHICMHES NCHS, AbknvFvaA, Wr 
シウム の 万 化物 は バリ ウム の こと の 茂 化物 と 同形 な 沈 滅 を 生じ な い 。( 未 完 ) 


CORBCRL ARAL, BGR IVUKRBINRK BPR eI kLeStoe 
HSo Hall CHB KCREDOHEt RIT, 
(FART BA AE A AR i i 3 ) 


we) teh 


ツ a 19 年 1 月 29 H, ak eri, ah RENNER TIES © し て 長 
: oe Fi SHPRIES OBIS b, ASHLEE OAR & IETS OBADRMA 
2S BRR EY LPR BAO -KIBETCS YO, $2 CHB OMARO RDC J 
に 蘭 さ れ た 所 多大 な る を 起 起 し , IC PARE ESIC AEA CHO MET 2 Ld 
TRIS, 故人 に 久 し 感謝 を 捧げ た い 。 ¥ 
oe ie “WAR AIRIC BE DIE BRA OMECS, 5, DARGA SHY DPA 
Sa, PBT < , Ak FLUE OBR te 0, MPRA O RL 
: Base Sn, CREROBADKRG 4 BWR OR EI Balt HS 9, その 功績 7 
光大 で ぁ つ た と と 開く 。 然 る に その 激務 は 狗 に 頑 仙 を 以 つ て 鳴 つ た 同 君 の 健康 に 障 
PENA, WAC AMOML, 意識 を 失 す 事 あ る に 宇 り , WRARTONRLBRS 
。 す ょ むる こと と 切な る も の が あつ た が , AMET ite & AOU LAC LAMAR 
sees, hte Bg と に 列 ず る に 室 つ た 。 HAT LIBIZER DO BOM ae 

ふ 可 き で ある 。 : 
仁君 が 本 邦 油 田 選 位 鼻 の 進歩 に 貢献 され た 業 呈 は 其 だ 題 著 な る も の が あり , 特に 
ABN CS < OMAR NK, EKA OB MIVED IH LCRBIERE 
BOT MOL AVM BD, COBMICKCLS < OBB NS. まだ 上 | 
| ASO RD CURE RHE T, AIBW EV BRICING SERS OD 
a8 0, RUBIES LC BARR ICE Lbs 3 OR MIFTRD LD SIC 


t 


ert FD q 
ft i VERSIE © 7AUNINREBHIZE © DAMALIZR, RSAEITTR OIE RE & LC OPM) e eB 
| RES, PET OND CRDOR, 交友 30HICIEA LL, COMBO 
: FANE, BRI PUNO UHENC AT eSRIC LS IL PIC RE OF, GER IBAN L CRIED 


Bite RAC Heo HEM < FICS OWL TC, SRABOMMIMG 

。 する 所 多大 な る も の あり し る も る, 今や 亡 し 。 鳴 呼 。 (高橋 ) 
! Ree ASME 4A, 1 ヶ年 8 園 で ある が , HNTB 
M@CHIELC hOB, RO4HL O80 MUHA & LC 1 ヶ年 に 就き 2B 
]」 = を 別に 申し 受 く る こと に 致し 度 , PARROMTREBS.. HOCMMIIGHET 
i 年 5 聞 , 1 74F 10 BLE So HAS 31 BT CEO BAM L CRs eH 32 BI 
; り 適 用 す る 。 


cul rate sea asad gi abl bide hab eta iy te 


feet ty 


gg A 


MEE & RARE Yo ARB t BREEN 
中 の ペ ゲ マタ イ ト 上 品 洞 に 産 す 。 淡 青色 


AOMRADIM X VR SC LEME 
by. 85 (0001), (1071), (1121) , (1010), 
» (1450) 及び (1430) た にし て , と の 中 最後 
| oils rie (RR 10, 


“138~15, 昭 18) (AFR) 


7026, REA ARM alt 


m=, BAI > Sak 

CELE ane ea 
HOMER, FIR BILE HB © BC 
FaSTRR Ic OI HE BOE 2 SE ICTS 結 
HAC & REIKI L<¢, (0001), (1121) 
BE (1010) LVRS, EM04 HE, Es, 
HAM ON kf, EDO BMA B Yo. GRE 
| BEAROTIE 10, 12, #3 18) 【 大 森 】 
7027, BEILBAZAUEREA 牧野 
pee. 

Le 2 ener 
| 重石 , HES Licet, XOMLL 
“CHOP CHWS SCLSV, HME 
LE 3~4 MICE SSR ODY. 結 品 に 
(201), (111) 及び (131) 面 が 認め ら る 。 
“(GR ALR IE 10,18~20, 14 
2028, AMRSE BMA IE 


ye 


Pets 品 7b RE TBR * > 


人 sa OAD MPs a 
Ue SWE te SAIC Ls BU 


ASICS CH SH OEY» HIRAD 


の 結 品 集合 回 と し て 産 す る も の 。 KK 


W318) (HED 


oes 


es Dy > Lo: “wR RRAD ate 


ee 
He ScCLICE( LOOM, (FORE ; 
PDE 10, 25~26, 9 18) CRB 
2029, RIGS RELI | 4h 
RS AERC eI 
SE PA ese Asa 
MIME, HREBROARHOR 
層 よ り 成 り , ZEA AEA RO I 
PIU e BRL ADM YET 9 AKGAR ee 
Blt COAL YPRIND —Tr 0 5 Oe: ; 
(112) 及び (332) 面 より 成る 。 (332) 


FENWIRRE ICAO BLD Y | HUES 
異な りす た る BON He & 示す 。 ; 
(1) aeRO Fic Ge seictCe! 


KU Gy Kit Vo 
(112) DRBe iT. ve 
1 (2) Ab ine &- D ABNER o REAL EG ICE! 


(110) ik (110) 3 


中 に 産 す る も の 。 PEAR Blt VaR 8 alee ante 
L, (110), (112) 及び (332) DIM © ts 
+4 ee 


(3) BR NICMRBE LC, Fb - Bw 
BH, BSHARUGRKASLECETS 
0, WHRIREKHEAL, (110) Rit 


(110) & (112) £ ORBe te. 


(4) 2arA YK AST RRVUGHGB 
LEEDS 20, MPR SKALEL, 
AVEAIC Lc, (332) が 認め らち る 。 
| (5) REED OR ie MAN CHT SS 
De Pi AA OR Blt BILBO MAR & 
0, wee BT 5 
_o~18, 昭 18) CRAB) 

7030, SBFRIGREBSR 柴田 秀臣 
RAN ABER (Okkirai) の 東方 海上 約 
4 HED PEO HATERS WIE CHSC 
花 油 図 線 岩 中 を N60 CE ic Hla ¢ Biko 
ペグ ゲ グマ タイ ト 中 に 黒色 電 損 石 を 伴 な つて 
EL, PAE AER L , HUEB tL OR 
か ら 成 る 幅 10~15 Ko Ak, 中 央 約 
70 JED HBO A, 鱗 雲 母 , 青色 圭 
TE, Pe 5A GF, RAT a Fe, 石英 
Se AS, MRL 2H, a ee 
-L,LiO, 5.20%, Mn 7.55% Oa, % 
2 2 it LiO, 4.57%, FeO 6.00% を 
含ん で ゐる 。 (Bk 張 絡 の 一 部 , 昭 19) 
CHES Be) 

7031, SFRAWELRRRS?P OANA 

BABE RESCH WHAK 
(RF GE ety KC ABSES 3 IEP EE 
LV PME ERY, MAO RR 
岩 類 は ホル シン フ ェ ルス 化す 。 WATE 
POPC CHB SRY Tz 
(LS AS BH IC THERE AL, BREED S 
KAR, HRA, BEA, BS AAA, BS 
BLVUKVS IV FIAF YD BEER 


(FRAY SR 10, 16 © 


3, PHAM AILBHD 10% を 占め 大 
さ は 0.7X0.3mm, な り 。 HE a= 
1.664, B=1.671, y=1.679, 2V(+) = 
81°, p>v, SIZ FEM bik 3 AAP 
AaB O RTM LAT 8 CHER CMO 
すき 36 4 DCMS BED IRIE A LD 
如く , FeO, に 極め て 富み , FeO/MgO — 
値 は 妊 方 角 阿 石 中 最高 に 属す 。 有 Al 10, 
mircilpreain, 区 軸 角 の 大 な る 
i Ge see 
MES tte 20% に 及び 0.2~047 
mm な り 。 多 色 性 著 く , 六 … 淡 福 黄 名 | 
Y, Z.- EB, Ue X< マ = テ Z, a= 
1.591, B = y= 1.640~1.642. 2V (—) = 
O°~3° 之 を 分 離し て 分 析 せ を り (KE Wa ¥ 
Al,O, に 富み , FeO, cZL<, FeOu 
/MgO {£0 #) ic Af BO 1K % (x75 
{ Al,O, DHS SIRS KSA 


I( SG MPR) T(E) 

SiO, _ 48.80wt% 35.08 wt% 

TOS 049 2.59 

Al,O, ~ 8.10 20.26 

Fe,03 0.11 0.60 

FeO 25.07 18.88 

MnO 0.24 0.16 

MgO 13.48 10.63 

CaO 0.50 a \ 

Na,O 0.25 O18: ees 

K,O Nee 8.28 

PIO ee = 

O24 3.69 

H,O_ 0.06 0.11 

合計 99.82 100.46 
(Proc. Imp. Acad. 19, 579-~581, #818) | 
[AAJ 


7032, ERRTSEIMEZ ODE — be 


ERREDRLAMATRM LY Fo 
= = bg (Co, Fe) As.S を 産 田 す 。 
APRS Ber Fe Os MicRHL, 
RA ROMMEL CABHNO AR 
ARTIC REEFS © RBS GER ICP SARE 


BORE HICH), 結晶 は 後者 の 
方 良好 に し て , (001), (110) 及び (101) 
が 認め らち る — MAM OER & HIS 
下 表 の 如 し 。 ; 


ane we at 人 算 fifi 
5 | -p | té p | P 
(001)| 0° 0’ EO: ag | ae! 
(110)|90 2) 55°187490 0} 55°14’ 
(110)|90 0} 12442) » | (124 46 
(110)/90 51—124 51| +» |—124 46 
(110))89 58 |> 55:9) ».|— 5514 
(101) |59 52 59 48/59 48 90 0 


(RE GEIR 10, 27 ~29, WB 18) (ARE) 
7033, RRAB DRADER - ATiAhy 
OF BRAD (MO KFUIVER*S 34 
ベリ イ 石 ) RDM 

ERB HMI IK IR ARS S BTR ot D — SPR 
は 附近 た に ルウ ドウ イツ ヒ 右 , サイ ペリ イ 
石 等 の 含 碑 素 斑 物 が 集中 生成 せる 所 あ 
y り 。 紫 等 の 斑 物 は 花 論 岩 中 に 捕獲 され た 
STG, Bets LORS © BE MAC R LE IK 
LY Ret Y 2A, REM A, BERS & JE ic 
生成 を る も ゃ も の に し て , MWcaReE VA 
右 ) を ウド ウイ ッ ツ ッ ヒ 石 を 生成 し , 後 期 た に は 
FEDORA LCI) 4 A, REST, 
hee ASO BAI BET, 最上 品位 
DIEBO DHA OP OA Ye BR 
に 於 て BOs 7.94%, 含 サ イベ リ イ BIR 


- 面 を 主 と ず すず す 。 


“$b 28(39) 


7084, BR RURUEAE BI 

HES RIC RABI ATO LINC 
t= RORKREAVER RE TIC RRE 
tL CHSIRS 3 AER LOL DV. 
ABR (100), (010), (110), (230) 
及び (111) 面 よ り 成 る 。 結 晶 は 一 般 に < 
hic EEX ERIC LC, 條 線 に 富む (230) 
(100) 及び (110) な は 一般 
に 狭小 な る % 屋 現 は る 。 端面 は (111) の 
みよ ょ より 成り , 時 に [110] 品 整 に 層 す る 彼 
穴 面 の 如き も ゃ の 認め ちる 。 こ の 微 鍛 面 は 
後 成 的 た 生じ た る も の の 如 し 。 測 角 の 結 
Ric KE, Edo (230) 面 に 現 は る ゝ 
We PIE FEL LT (230) 及び (110) 面 の 細 
き 面 の 繰返し より 成る こと を 知り た り 。 
(110), (010), (110) 及び (111) Wie 
BIC L CREB じ 。 

Minit (100) & MAB Le ZRAeIGZO 
も の が 極め て 普通 な り 。 HEI = ERD op 
A—B 及び B—C wm, A—C が 平行 
運 品 の 闘 係 を な し て 附 着 する と と あり 。 
— RI Mi LRT L OMB RICLEL, 
(010) WORE te Y, (RE 
BEI 10, 30~32, #318) (AH) 
7085, BAI KERBEROCMOERKIC 
myc =FP HR 

fH Be UE NRRL RICA LEA 
D Bp BENS PEEL ICS POSES APE POIE 
bit 8 HR (mirabilite Na,SO, - 10110) に 
Lt, At 1~2MoRBZECHBES 
Fo MR AICBL, MAAS RICL 
T, (100) HES, 無名 に し て , PRIS 


に 於 て B20。 11.18% な り 。( 滴 州 地質 調 


fy Se Ee 


7 EA aN 


\ 


#5 24(40) se 


#6, BE BAI (100) icZ24, (010) た に 良好, ~ 


(001) ASB Te D QBEBATS ISDRA IEE eZ. 


^ 時 すみ BES 1.5 ICL, BOAR 


J te Uo MEIER IC LC, BRP ICKE 


DF SRI Bik L TA BBR IB MES 0 


比重 は G = 1.49 (4°C) te 0, WERRBRIS 
32° な り 。 HBR GCHMAICL T, . 光 
軸 面 は (010) に た 垂直, 注 光 角 は c 人 Z = 
31° V5 (ROWS A A PTARIR 1"8, 1 
~9, Be 10) (KARE) 


BoBR KU 


7?086) BHRER USES SSE BO 


花彫 岩 化 作用 Fil 健 ; 
志賀 島 を 構成 する 岩石 は 次 の 三種 に 大 


‘Meo (1) BWANERA (2) AAG 


Ri aka (3) Bea seid 7 7° 
ライ トト な り 3 WHEORAEtoOMy, & 
Gi FOMARM PX USC, io Rate 


MLO PERA KS RR SLSr~SLV IG, 


BZARO AME RE, 混成 作用 
KiRO CEMEL, ARMAS LB}, 
FEELS. MbAMS HL Lee 
SHES, BEM ES, WR BE ic PEIN TENS 
PTE). Cet MAY L MIL RS 


Wt OW Ris MBER IC HAR bE 
Oi Bits 2HORAILMA 


Boys 2 Sd Las, 如何 な る 戚 分 の 花 
fied Ea EC 28 Vat te S ARKRO FRABAL 
% bP SAR AS Atete S Hate VU, 
現存 する アフ アラ イト 質 花 褒 岩 に 類する 惣 
BRAAL, ZHICBIBL kK SE BICTE 


用 を 及ぼ ば し た る と 考 へ らち ら る 。 特 た 興味 を 


Bl < Bla. RARBG SAAPICEUCKS 


kL UCMRETPKANSLDOLEAS 


. て 居り 。 PMH Ice 5k ORM | 


ke} HES BE ICH eZ ROcCKES 


AWAOBMV, TOREGRABR 


Bo (AAS, 1, 39~58, 放 
WE 18) CAL : ¥ 
7087, BRORMEKSAS. HES 
wh @ 
HRI By BRIERE HSC (BIBL 


EBUKSLOSV, 多く は 中 心 部 より 1 
周 線 部 に 至る KRU ABR ICBMEL, 
BHO AAMT ( AIBBE So © 
捕獲 岩 の 種類 は 庶 々 に よ す 異な り 。 HE 
HBGRC CEES SANE, BSS 
BHO WML HBO PML Ra RE 
な る 方 向 を 有 有 至る も の 多く , BREST 
WRG GR L ie SEM EEA BAL O 


Ce EBICMEES. (BEM, 18, 110 
~118, AB 18) CE 北原 i 
7038, AWEBSHRRAPOMAEHA | 
BES AM 7081 BAR, ; 
7089, BRMAICES SRR CHC F 
市 村 # | ; 
HEIR BLL HOHE « HS = UR ic Be 
NF SRELAR*ON REMI 
曲 作 用 の た め 基 毅 ょ より 新 筑 三 系 中 に 突入 
LELORSNLe MHBCMCARE | 
化 亭 分 株 を 行 は ざる も の ある る る , その 内 
Bic k VMS S L & (at WYRE 1c FA AS 
PAAR AMERRA PCBS Se | 
ORES SEMS. MME LEME OD 
BN RIEDEL © MEE ASE CB & BER 
He cH tL CRBIcMHsan, R- 


Al te oe ok, 


PEA OBB IC kU CHS RO 


my 


yay Wiis = lL HE 
- (Scyelite) ABS RREMBRU b 
FABIO K © TE EV wr vy 


7a Abt SIE (= - BRIE?) 


’ 


S 
x 
= 
3 


MIL OTEK UM O MAR LN 


ちる 。』 サ ィ = OR BE NS WE 
60h), Fs, =A MPT, eS 
AE, KH (VE BRET 52~53%) を 主 成 - 


3 BLL ZC7 RH nw, クロ ー ぇ 和 挫 品 
や PRAM BEE MRD L LCE 
ee 分 折 の 結果 Ni 0.14%, Co sp, Cr 


0. 20% 
Tet 
(2) Sy TAMIR BS ERE D Tihs 


で , SYFABMEL TOM ls 


Ss AH OSB EE Ly 


> 


PEERUMEREL UR, 


Fr WR SEE Fc 
BEAT 5 PERO MCR O~7 km, 
Hiskm に 及ぶ 。 Y vps kV Sank 


| SRC ROM ISR RC REL EH AEB 


EWR Sb. ERMTLRMAT, 外 に ク 
a LRT OR STORE BUR 2 LT 
有する 。 KEORRRIC7 a — 2a 
ga ij 10cm, Rs l~2m 程 席 の レン 


AiR, WRIR, HRS te L CHE L, 良 硫 


BEOKS 


: = る 。 , 3 # a 


Emmonsomee = 


ee 2.5 km DENTOBAME BLT 5 
RPO (RIL) ELL 
ICBM BEL, si, 7 = — 2» 
BR, FRM Be & URS 2 oe oma @ 
PICRBTS, RACIST Sr wi F 
2 GBA A FARM 3 2 SBSH 


_ HOEY, HEIR 107 BE, 21-50, 17) CAA] こ 


7041, BBOUV{UStRSSOre 
2 分 2AM, Ls ee 

BUFR (7040). pie サイ = 

pe EL TRUS ie Be Ht OD AE 

Lk, $4 =O SBE lt Vol Y, 


分 な BC Re oe 


で 示し で , BH 19.0; Pw 32.1, Hk 


HEA 1.8, BURA Rabe A 46.3, Rea, 


73 = BHR OSS, で Johannsen の 分 


類 で (415) LVM OR, aa 
(Scyelite) に 属す る 。 化 聖 成分 は 談 の 如 


し YSi0, 39.94, TiOg 0:87, Al,0, 5.02, 
% fa 7 


Fe,03.5.48, FeO6.43, MnO0.14, MgO: \ 


32.15, CaO 2.80, Na,O0.32, K,00.12, 
H,0-0.60, RRA 6.53, P,O, none, 
S 0.22, Crs0,0.24, Ni00-13, CoO 0.12 
CnO uone 合計 100.51. ho (bE a & 


$9 26(42)_ 


b 


Po ee ee 


a 142° 


( AP iC MMS S Loch Scye の サイ エル 
ees #2, Pyhalampi 湖 の ュー トラ ン rH x 
HLERMMB LE, 
SRB OMRH IA tL CRRA LD 
RIVED OMB, BSE BL BE 
Oe EMR AEBS L, mesh structure 
BRC MES 5, BHAHEH 1 eH 
VSTCLGHP CHS > COMLBMTR 
の 如 し 。 ) 
8i0, 33.10, TiO, 0.07, A1,0, 0.80, 
‘Fe,0,5 28, FeO 2.10, MnO.0.11) MgO 
42.65, CaO 0,60, Na,00.02, K,00.02, 
THA 14.63, H,O—0.46 P,O,; none 
S$ 0.07 Cr,0, 0.40 NiO 0.18, CoO 0.03, 
CuO none #3} 100.52. 本 分 析 値 より 
見 る に SiO, aC, HR (CO.+ 
HO) の 多い と と が 注目 され る 。 (iH 
Sh PBI 107 HE 51~57,! 昭 17) 【 信 木 〕 
7042, Ba RR WU Hh Of BAHT (V1) 
RUROCBMROME (5) im 寿 
ET TR RUG 2S BY L BO PRES YA 2S 
SUEL CH Sik, MIR © Hh eh Ay Se 
SE ICME HA ORR A SE £ ASE S 
た る 結果 が 現 は れる と と ぇ なり, 理論 的 
UE RIK Oc AME EET SY, 13 個 試 将 
全部 の 分 析 億 が 相互 間 に 格 別 の 差異 を 示 
さ ず , 何れ も SMX He COMRE — 
括 し て 探 集 せる 試 許 の 分 析 値 に 類似 せる 
BAL, WOK @ 進行 中 に 於 る RIBBED 
SLicMT SBRLERATHIF, と の 
期間 中 に 於 る 叶 火 組成 の 時 間 的 畿 化 は な 足 
ON SBE EX VLELOL AML CH 
PRICE RLOLBADS, EK MPIC 
試 詩 の 範 園内 に 於 て は 隆次 組成 の 地域 的 


BLP VL LOL CHRIS 
DLEB~AbHS, MEMMAKUKOAR 
SaBECH DS SEWER 


(HARES, 64, 1321~1326, 9B 18)C4b 
原 ] 


@2#enRnksS 


7043, RRERRBUOKHERER HH 
重光 . 

Thi ASR ER DR HS SORE, IED y 
TY VES ARS - AABRU Chick 
Ax d 花 賠 岩 , 石英 斑 岩 等 の うぅ うち, アプ ラ 
4 > Biting tL ARE RUES t OB 


Bick S SRB RC, (1) BRA | 


BRAS, (2) PRA GS, (3) R® 
ROH B-( B)-R ER ARA-AR 
岩 , REE ANA)-HRA-ARAE 
と し て (1) RU (2) BK MAE Bre 
も の で あり , その 成 生 順序 は 

(1) FA, HA, Rs, HR AOR 
Eo 


(2) Ro SPIE, HMB, SAF 


JoA PHAN, BAA, tvs v7? 
A, RIE i, BRIS 0 WBE 

(3) HbKSomR, HEANOR, ReoRae, 黄銅 
BES D RAE 

(4) FR, ERB, BES, RRR, He 
BRL BE OR 
で ある 。 (MINI LOMA, 108, 昭 18, 
11~40) (HERE aE) 7 
7044, パラ オ 島 ガラ スマ オ ・ ボ ポー キサ イ 
bBROREICHY TOLER HN 


ペラ オォ オ 島 ガラ スマ オ の ボー キサ イト 硫 


ets Sink ~ 


深 附 近 に 於 て は 安田 岩 ( 吐 に 集 塊 音質 ) と 
RRR RL CREEL, 前 者 


ERE, BUEICH CRY, BHI 


TRI L CHMbEICas ( RAB Me tL, 著 
Li REPT PILE ESRY, 雑色 粘 
hee bh, と こと ょ に 厚い ボー キサ イト 
の 硫 床 を 形成 する 。 Miho’ Es 
ROTM NELB OCHS RE OMA 
は 薄く 硫 床 を 形成 する に は 至ら ちな い 。: 著 
A ORB ARA IE ABE fH ARIS Ze 
が ボー キサ イト 化 作 用 を 蒙 れ る 途中 の 産 
WREST, A BMRIKA XV BLA ZLO 
LCTK- +94 bHRROBRACHS, 
(BAP & dogs 14, 180~183, 19 18) 
TAA] 

"7045, BAR MwOB . 銘 . TSAR 

(1) Bawdwin Ril we 
PRIX Bawdwin 2k jl -Besiic HHS So 


1. vas 


と の Bawdwin 火山 岩 類 は 石英 粗 面 岩 , 


i, ASH Ga RICH, A AIR 
りな うり 。 BREVE HIS HEIRS BH IK 
HH MLVE IN, 理化 作用 を 奥 へ し が , F 
BBC HS Cl BRIE BILE RL, AOR IS 


mesothermal deposit & epithermal 


‘deposit OF%1< J&L Leptothermal dep- 


'osit KIBSF SLOT V, 
PR «GERI L LT Mawsén DAR 
SRS, ORI WIS KEOGH 
OMmc l CARBRAZLEU, BOR 
SAR BESS DEL FFE L CHS, RAMTEC 
DEAL K STthWBicHRLE SR ORS 
ん 。 2. フ イリ ツ セ ゼン A. SMR (1) 
Mankayan #RiU GAA KO MAE IS ETL 
Ve -& BOY —-BRE ME HO Rt YL 


(2) Mawson 


Se  27(43) 


云 は る 。 SBM dv cis wMLSMBEr v 
Y BE ATRL SADE I L CBP PRE 
PBF ov? BE RPMI LOR 
BLESM, ~ yy wEMMMaPBrEYO 


RLIAGRIC LV ZR SH CHS, (2)Rapu 
rapu RL  Cauamoan at cal al a au : 
{PSI MAME Asan, そ 

RICO CHIBEIEIEN, その 他 熱 水 作 


ADV, 線 色 鎌 成 回 類 が 生成 され た り 。 
% O etka © HP KLE CHE, BE 


BE, MSREO BEL E V , BE OA ee 


RRR RINK SBOMSL, 
(I) Hoilo #Riy BRC RERCH, 7k O 
何れ の 中 に も ある らし さく, MHBORMA 


CPPS RKB EBILS LG, 詳細 は 不 、 


Bev, B. Smith PRISCA Le, 
OLRM SHS ( WEI OBIE t OBE 
Se ¢ Se AU EE HAC BS BS BA ARM Me 
Y, 3. RAUBER ES A. SamIAE (1) 花 議 
BHLARS O&O (a) FEMA Rs Al 


DBR, ABI AED SRB 


BK (b) MAB HGO x wr v Btn eee 
A-BEMG ZC (TRAR (2) SHO RUS Ic 
件 ふも ゃ の (4) Bea % a CFE LE 


SB, BBO, PMSA ORS KV S AM 


な り (a) ジャ の Mauiun 州 た は 第 三 
紀 の 安 山 岩 酸性 火山 岩 と 戚 因 的 に 闘 係 を 
有する 銅 確 脈 存在 す 。 B. Sh MisnaeR oh 
HIS O MERI Hee te V TERME, PORE 
HHI MRS SHIRL LC Ay bh FO 
Padung 高地 の 南部 に あり 。 方 符 斑 初生 
の 潤 俺 春物 自然 金 等 を 含む 石英 脈 な り 。 


4. RED A. SHSSShGRRS BRAY world © 


type 7S AIK BHO BRIAR ¢ BRA 


Dee gD 


| Bre Ye, 1, 5586, 18 


fb 28 (44) 


BAR MMRESB 


{ 
mh 144 


PAPER it REI EMR & LHS 3 


と と も ある らし 。 MAL LCM MER, 
KLRTAMERA, 方 解 石 , BRT 


り 。 B. SM BIRD RIAL ATE Y g 


SOM & VIIA MAIC DLT 
る 。5. マラ イ , HB 74 PRICE 


325, SUMO MRI eM be S 


る も, MUA Mic HTS BOOK 
BRD A DER eB MUIR 1c LTE 


ORR AAES SIL BATE V . 6. BRIN Be 


POVER IAD ERASE S HOBO LIE 


その 生成 の 時 に 於 て , KGB SAO 
位置 に 於 て 全く 異 9。 ABB LYRA~ 
{ Pawo AMICK, FARRIS 
れ 以 前 硫化 作用 に ょ り 生 成せ られ た る 
BOC, 中 生 代 以 後に 生成 し を る 太 康 は 
Pe T. 7. 太平 洋 詳 島 


(1) a 


Av Pay fiaa TIT ROR, 
平板 岩 , HAN ROR E TL ORES, He 


RUZ LU RSM ic Lc, MEN Awes: 
FA O BAT OBR YQ (2p == 
= ジー ラン PRES = LK UT DE eR 
BER CAR, WMA ES, KAI 


© OW FES AW RE SO CHEE 2 


PRL SMM ABW HHT. (ZV 
Ma 18), CAE) 
7046, AFRAID b PBERFESE PATE = 
Hs 


(1) 4° He Pa SM IR PEL AE smaltite- 


chloanthite 本 距 康 は 片 旗 岩 地 域 た iwaee 


F OMMRICL C, 石英 方 解 石 人 等 を 服 石 と 
し , 斑 石 と し て は smlatie-chloanthite, 
Ris 7 7 GK? AALS 7 + ATE, 自然 銀 


HELO, DEO LI LICR ede 


BELC AMS, RELREOMKSR 
CURR e LG KOMORI ann | 


be S97 EL LCBO MAIC 
BTS LEBEL ULCERS MRO KH 
脈 な 殆 ん ど 知 られ ざり き 。 


(2) BE tel db SERA BS a os b BEE 


OE 2S GRAM HEN CHO 
BUED an b PIS RARER FT 
HSES4OKKLCEPK BS BSR 
BK) 5 PRGA BRKBE 
Rb AHO wiki cA Lt So 
ALA HER IC Y fiiivke ORO LO 


te © STRAITS IC HS AB & ESR AICTE 


を 受け た る 形跡 ある は 興味 あり se ャ コペル 
hit HAB t UCR ORO — BE 
DRAM ORS RRM E LICH 
RON LGN bd, —-RCBaNAITER 
EGE O.= oS bop LES O— Bic {EOS 
d SLHEE S So AMR ILPRERSWK RR 
の 型 に 層 す る と 推定 きる 。 
(3) AUC = BME = eb RAO 
品位 Tio e SL CMEC RS 
SK, PROB IAN bHRMBRLAERO 
2SURAPREZ uO paRPebeg 
TRIG L ROSALIE SHERI TES 3 BS 


- 閲 祭 さ る 。 グ ョ ロウ ツウ コ ュ ド ー ト と し て で て な 殆ど 


最高 の ュ バ ルト 品位 で あり コバ ベ バル タイ ィ イ k 


ELC BNP AMER S BU te 
る る も , ROURGLH 32 Xn bo 
Ric hPEEDS overgrowth を 成す 事 た に た あ 
る ささ 用 いい る 2 

(4) 江原 首 女 美山 確 山 の 悪 鈴 コ ベル ト 


| BTR BEAR SEE IC BSC 1 65,79 BIR IS 
| ORT AIRE 8 AYRE LE Ok 


Is Pada Ae FRE: J NM a Fat Yes bes 


Aaa ipa 


i am 


F shal my 


抄 29(45) 


| 貢 入 の 影 畠 を 受け た る 部 分 は 多量 の スカ 


ey RUST EDS 2, CORE | 
残 訂 の 生成 上 最も 重要 な る 岩石 な り 。 A | 


| 大岩 と 之 れ に 貢 入 し た る 石英 話 岩 と の 培 


|「 界 は ジ ク タク テク に し て 」 PRICIER 、 


| を な し て 前 岩 に 貫入 し , 基 接 妨 面 は 殆ど 
AKZENT te BBD \ BS RBE ABI HOB Kc 
HT, BE aloha OD BRT LB 
接 に 開 係 する BO ML, KHL KDB 
| 模 の 上 岩 株 を な す も ゃ の と 考 へ ちら る 。 ADM 
VEL CLM Bib HY. ABR 
HED OPF BROS TE MEG x SEPA FH £9 
RUPE LL, RV CRB 
aN b GRMLIOR EL SRA a BO, 磁 鐵 
BE, FAM TK SG ETT SB DEEL SP GETS 
SRY, MOIUICI Clk a XA KR 
We te GE GIL TRALEE D BIC LC, 磁 硫 仁 
BBE IL a NMP EARBET. WER 
GNIS ERA OWS a SPE ABL 
品位 の 高き も の ほ 1% CEL, EBA 
は 大 約 O4~0'5 % FEB E SUM LG 


(5) Wo RR GUE linnaerite 長 - 


GRU SHAIB LE SNICHAL SE 3 fe fig 
BEA & D BEER IC BEE L he S Be iy MER VC 
Lo BEE CHR 3 OS PRR Ua OS 
PHES PES Sk Alice JMO HV TY, 
Linnaerite は Co,S, ct #3 Sua 
ベル ド の 硫化 物 な る る も, BROS PICT 
IR ER IBY D=AITNERA LBA 
(CO, Ni) 3S, CRIS T A BT Te Vo 
(6) We BE rT TTR RATE LU BED BP a ONL b 
BESO GEAR DEVE PR © BEA ICS] 
貫き て 上 昇 し た る 高温 熱 水 液 の 交代 作用 
KY CHRINESEOICLT, HA 


CESS mnie, BOE, RIMMED 
YD, RERUN Y hay POE 
FES 9 % PO IRAPARRE LARC MEE te bE 


Sd, Mia <r b MPD T S & O 
に あら ず , MEDEBEBE ic EAMES Lo 
RUEBRESSROLEADS, FAD 
EAD 2 oS b BESAROTE a ARBEIT: BCE 
OBC Tix linnaeite cH MBER 
あり と 思 は る ゝ る も , KcscHRoR Ee 
tr, (Hh, 55, 197~220, 昭 18)【 北 原 】 


7027, $5 IRRSCULLUDH SEE © Bh HORE 


AIT ; 


BBE LLL AS SIE RAR iy He FB BIB ES BE 
Be bn, TRICK AUIS BRICK 
SHEALS BR EIRL LCHAL, 周 
ic APL EVE HIER BRAK VS KOS 
AAA: REAR (BAN aRe 
母 花 論 岩 と な り , RIL CR RH ORB 


分 も あり ) が 六 入 し , 周 彫 の 秩 公 古 生 層 に 


スカ ルン 化 , ホル ン フ ェ ル ス 化 を 奥 へ た 
Vo RRAKRSMOPHALELT, A 
B+ HENS - BRAT RERU 
CPT HAS PURE BEI Ete DC HLAL 
tS o GEAR ILM CO ABABA REA IC 
HRS S (Brae keene LTO) 圭 ~ 
化 作 用 , BRIE BALE IB - PEPER TE SE 
ICPRU, FE Te } Sel MY > Bear % HAI 
せる BOKMAL AS ie & SL, BRIAR 
KRBO-BEBRL CERINKSRO 
tBRES, (RRP SPI, 9, 1~ 
7 88 18) [北原 】 

7048, AVP O ih Bia Ic BRE 
Bee 河田 英 

ATE WIS ASB & IER L OBE AM 


Bees nN 
ead A | Vm) nA 


EOE RET SC LE MY, (ALIS 


Teme mae, 2, 1~12, 昭 17) 【 北 原 】 


7049, SEE SIESAAK =k 


ARAN 7082 S818, 


A it BK B 


7050, STERNER 7A ER RS Ay BE 7 ERO AB AER 
等 油田 葵 門 


AHDAT ICWS TR BEIC AUR PROR & FTO 
SL BIC RMU GS SAE 


ht ZICH SBSH VKH SE 


PEAS OE O AA, RUT REE 
PICRS OD BE fh © Sp Fis TREE RU 38 = fe 


層 の 厚 さ を 探査 そん と せる も の に し て , 


基 の 結果 は 花 剛 岩 と 第 王 紀 層 と の 間 に 著 
し き 和 断層 の 存在 を 認め ず , R= heels 
1500m 附近 包 た だ た し て 以下 は 花 論 岩 に 依 
V CHRD SLEOLBBDSAR, 
断定 する を 得 ず 。 (地質 調査 所 , 物 探 調査 


HE, 4, 13~27 昭 17) CIE 


?051, 新潟 上 油 町 村 地 方 地震 探 斑 調査 幸 


DL TR 


本 地域 は 1~12 Ko yh ZEW LC 


BAEC OD RED, —BICHE 


~42 8B 17) C3996) 

7052, 新潟 緊 大 口 油田 地雷 探 斑 調査 報告 
波 江 野 清蔵 

AHI RILRA KARR EB 
する 山地 と , AAKBUGRERTS 
St D fac BR JL & RA IC AER Te 
WMO —Ric LC, BOL YH Azo 
BE ASRS), WH 20 KeH Owe 
OL CU PRUNE, 西山 層 及 び 椎 谷 層 な 
る 事 が 掘 勤 に 依り 認め られ た り 。_ 
測線 は 東西 線 , 南北 線 及 び 北 西 線 の 三 
線 を 選定 し て 行 ひ , 五 種 の 弾性 異 れ る 地 
FEY, 略 北 東 一 南西 に 走る 北 沈み の . 
HA, cme. (地質 調査 
BY, VOPR PIAS, 4,43~54, 昭 17) Cg 
FF). 

7053, BSREPREBKHU SERA 
AGRO MRECRY CT 富田 芳郎 
ATR AR D ILD S IC MBE S HEE 
し て (1) 造 出 運動 の 少 い 盆地 に し て で 管 
つて 有機 物 に 富む 頁岩 が 充分 護 積 せる 事 
(2) 油槽 と し て 多孔 質 の 岩石 を 有する 事 
(3) HOFF fe (4) WA, AER 
i, PRES, Uy AAW, Hh Ail BE 


HE a LT Liye CRC LSE es a NADY as Ce ede ee 
Nee te We LCR Ai mig te heat fee Rela 0. oe es a 
TN 80048) ee oe ee MG 辻 
“ ic he SAMMI LC, A 紀 居 露出 し , RAMLOMBRE VAS ICH 
PEED LT SM Ree LOR | AC RECS. HO 
(OLOK BF. HL CRMOMBAT b Ed ae she ees 
FSChLL CLMOREMBLIEH BF SMe L CFIC 

る 。 RERMPOAVRAL AMORA | 有 す 。 測線 は ほ 走 向 と 略 直 角 と 思 は れる も © 
CMEC LEWES SEN | ODM, LAAT S—MEMSL MH 

OME IC MRE BL RMS | 法 に た よ ょ り て 地震 渋 速度 の 分 布 を 求め た 。、 

きき 要 あ る べし 。 また 本 調査 に より 小 規 模 。 0, HOMRGOMORNSREOMG 

te 3 PURGE LAE LW NERO. | を 認め 一 背 熱 , 一 向 符 の 存在 を 推定 を © 

の は 自然 電位 法 並 に 流 電 々 位 法 に より 電 | り 。 (PRA, 地質 調査 所 , 各 28 
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。 綿 147 BP 


a 


Se ee “$b 81(47) ca 


Gt 3 MEE ET SIC LS, 呈 、 


FES PARES IO HEPES ARV FES IC 
満足 。 


ED We SR 在 共 造 山 運動 の 形跡 を 示 き 


ず , 母 層 と 考 へ られ る Vigo WHERE 

(Et, RAE, 油層 る 存在 する も の 
と 思 は れ , AB —-OMNRICL Ce 
油 集 病 た 充分 と 思 は れる 背任 を 有 す 。 HK 
る に 未だ 其 の 構造 は 概して 明 に せら れ ざ 
(SEU CT, MC MRERMR, BHT s~ 
きも の と 信 ず 。 (He, 658, 277~279, 
昭 18) (4995) 


| BRR AD 


7054, 6- ア ルミ ナ に 開 す る 研究 (BR) 
NAR, 山内 俊 吉 

8-AlgO0。 の 合成 た は 原料 た る Al。O。 
の 純 魔 が 主要 な る 因子 と な る を 以 て , ¥ 
SILA BEV Ge SEO bd CT 
ARE te STKPRILT 2 FH BICEAL BH 
AER L CHIC KS MAE ERAS 
Vio 

即ち a-Al,O; を 中 性 喘 と し て 用 ひ を た 
BAK SS BE ICHS Tk 95°C 附近 及び. 140° 
~260°C の 三 個所 た 吸熱 反 應 を , 1080° 
~1120°C cE Bt, Kini 
BEICES- BBORY 2H ORR, BS 
水量 は 155°C 1c C34¢#, 330°C に で 
1 分子 の 水 と な り , 960°~1000°C に て で 
Stok GRRE LV, Bichis OKO 
KMICOsHLBRUAAAO PZ, MR 
SAWS, 及び X 線 解 析 を 行 ひ た る 結果 を 
LRaELT, 原 試 料 は y-AlgO。・3 H,O 
DBE LSICBSF AKT A IF ORB 


LE SE, 95°C MEICHCH Hak 


53 & HLT y-Al,O,-3H,O tery, 


(830°C HESEICHST y-AlaOg Hg0 と な 


りり , THU LOMB ICR Rs CLOSE 
の 水 を 放 田 し で 960° HSBAST y-AlzO』 
と な り , 1100° MRC HT a-Al,O, に 
暫 移 了 する と と を 明 に せり 。 (ROR, 
51, 395~401, 昭 18) (RWI 

7055, SRE RBMCAS SAR (第 1 
報 ) WORD AHB—-M, ZAR 


=, Fm 稚 


BR, S27 +, PRD, EDR EO R 一 キザ 
APROM RAI, MILA Aik, BiG 
BE EO LEH ICOk BUS RUBRK 
PERRET, nb OEM e 明 に た 
せり 。 

ELSIE, SPTOR-—F HA PIES 
FRA PEYURY, 印 慶 産 の る の は ギフ 
サイ トト 及び ベ ベーマイト か ら な り , HPO 
も ゃ も の は デイ アス ポー ル ん 及び 少 量 ウ クギ ポ サ 
イィ イト より 成る 。 林 上 想 岩 中 の 遊離 アミ 
ナ は 概ね デイ アス え ポ ー ル に し て , SiO2 は 
缶 て カオ リン 質 の も の に た に し て 大 部 分 カオ 
リナ イト と 推定 さる 。 MULAA EA 
土 頁岩 は 少量 ああ ギ ズ ま イト を 含み , BE 
産 の も の は ペイ ロフ イラ イト を 含 圭 と 栖 
像 さる 。 (HMSR, 51, 381~384, 昭 
18) CAR 


A ik 
7056, SYR ORORMICHT 早坂 一 
Bf 


ib LER IC RRO HEE, 紫 の 
LKB ICR RB EAL, 厚 さ 600~ 
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#5 32(48) 8 tm 


ad 2 oe 
ae RE 


4 
nae oh 


| ea. | 
Be 誌 148 幸 


。 800 RICHES, RFS EMI BA AD 
KR GS SV, RB 3~5 MIL 
TEX it 1516 Rohe EL, FREE 
BE CR, PRC SMLB LAT. 
OPIS IA HE ME LC HIME EE ・ 
0, ERIMARH BCL RBe bh 
KV, MO BREE HERB UG OH 
入 を 受け し も 局部 的 な る も の の 如 し 。 其 
後 更に 食 磨 作用 行 は れ , SA Mic wells 
DEBI & GAD IED 

RAL—KCBRACLOKLT, 7k 
FF 22~27%, HIRI 34~36%, ER 
FE 34.37%, 1 2~5%, 硫黄 0.8L 
1%, B.T.V. 11% te 0, KRICBIL 

CHA TIC PRES 1, RARBKLA*(A 
向 あ り 。 

Bc Fs LRA USA IC Hv CH 
た り 。 (Hb, 658, 280~283, 昭 18) 
‘CFF 
7058, BREORRICMS SAA (第 2 
。 報 ) REROMRH ICA SRR 
CZICKLSRRAREOMRICHT 戸田 
ARS, BRB=M 

IMoMBRCDaAPyPr- aAY— PUR 

びそ の 中 性 油 に よる 凝結 の 際 の 凝結 油 量 

NN を 測定 し , 媒質 の 水素 イオ ン 濃 許 と 凝結 

油 量 の 開 係 を 試験 し , Aw Org Rid 

RAEOKiIL S % O FB VE th BAL eS 

, クレ オツ ソー ト 油 は その 中 性 油 に 比 し 

ERG IIa SS, MUG nw Y PERRI 

Ik, 場合 より る Bee 促 準 し 酸性 溶液 は 

\ 之 た 反する 事 等 を 明 た に せり 。 Biwi, 


ROM: RAO MRE RL, 油 
MN GIED 1.3~1.5 tok eR 
KOMRBE RTH, JAY — Pie 
CB MERC He L BR DDRAE LC te BBE) 
BUP VAY — bi OBE TY 
te, 中 性 油 の 場合 は 徴 酸性 媒質 が 有効 な 
SHEWceV, MU CRURBKIENZ . 
きも の ば SiO, KUT, “KE ALO, | 
Fe,0,, MgO, SO,, CaO o RED, 
HCV bLoERE V thewIC s SKM 
BicWLHRBE RHE V, (Tt, 6, 
413—416, 8B 18) (RID 3 
7059, BREORKKHTSAR (第 3 7 
報 ) 油 慮 理 脱 放 法 に 謀 す る 定 足 択 脱 友 法 7 
の 探究 PHAM BRS, 香坂 要 三郎 
BUIRIC I~ % STH RMBRRKEDA ICT 
(LB RG 3% BAT. ROC BMRAR 7 
HLL CIKTIY 以下 な る 事 を 要求 を 
ら る ょ ゝ を以て, 著者 等 は 上 逃 の 方 法 と 従 
來 用 ひら れ た る 酸 虚 理 (HCl 及び HF), 


< 


“Trew Y BEA (NaOH) BoRRRLE 


種々 組合 せ , =BRURA EO fo ae 
MIC De TORRE RBS SER, 
PP EB PS D jh EHH x Th PUGS © fe pe 
ft % MEO BEIRABS fa] ELD, 

特に 後者 に 於 て 其 の 効果 最も 題 著 た し て 
1.8% に 達する 事 , Fav emilee 
合せ た る 場合 も 良好 に し て , 殊 に た アカ 
Y 虚 理 後 油 庶 理 を 行 ふ 場合 は 人 然 サ で ある 

事 魚 を 明 た に ぜ り 。( 工 化 46, 416~418, 

B18) CARI 
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